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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。
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平成28（2016）年

61/
６
月　

日（
木
）

３０

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆健康ガイド
健康講演会、むし歯予防
教室、妊婦歯科健診、乳
がん検診、肝炎ウイルス
検診　ほか …９面

◆福祉のひろば
介護保険負担限度額認定
証の更新を、家族介護教
室、計画相談支援の相談
会　ほか …８・９面

◆催し
生活日本語教室発表会、
身近な水環境の全国一斉
調査、第２回子ども科学
教室　ほか …１１面

◆お知らせ
平成２９年度市職員募集、平成２８年度
市・都民税納税・税額決定通知書を発
送、男女平等に関する意識調査報告書、
環境調査結果　ほか…２～７、１２面

納付書裏面等に記載の場所で納付し
てください。
便利な口座振替をご利用ください。

市民税・都民税 …… 第１期分

第16回黄金井名物第16回黄金井名物市市第16回黄金井名物第16回黄金井名物市市第16回黄金井名物第16回黄金井名物市市 　「地元小金井の優れた商品や
技術・サービスの紹介」をコン
セプトに、市内商工業の活性化
を図るため「第１６回黄金井名物
市」を実施します。
　ぜひ、お誘い合わせのうえご
家族でお越しください。
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と　き　６月４日（土）午前１０時～午後
５時
ところ　ＪＲ武蔵小金井駅南口コミュ
ニティ広場（フェスティバルコート）
その他　当日はコミュニティ広場南側
の道路が通行止めになります。
運　営　第１６回黄金井名物市実行委員
会
【商工祭り】
　市内商工業者による飲食物の販売、
工業製品の展示および販売を行いま
す。
【クラフト市】
　市内クラフト作家の手作り作品の展
示および販売を行います。
【出演者による 賑 やかし】

にぎ

　出演者たちが会場を盛り上げます。
お楽しみください。
【武蔵乃桜太鼓】
　武蔵乃桜太鼓の演奏が名物市のオー

プニングを華やかに飾ります。
【ジモレ！はっぴーすご６】
　小金井のことを学ぶ、すごろくを行
います。
【あつめて小金井！タイムアタック】
　小金井のジグソーパズル。完成まで
の時間を計ります。
【はしご車がやってくる】
　小金井消防署の協力により、はしご
車に乗り高所体験ができます。
※　人数・年齢に制限があります。天
候等により、中止になることがあり
ます。
【小金井の 栗 を使った栗焼 酎 「栗将

くり ちゅう

軍」数量限定販売】
　小金井の栗を使ったオリジナル焼酎
を販売します。（売り切れ次第終了）
主催・問合先　商工会（☎０４２−３８１−
８７６５）
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　昭和５７年４月１日に市議会で議決された「小金
井市非核平和都市宣言」に基づき、恒久平和と核
兵器廃絶の願いを込めて、毎年、非核平和事業を
実施しています。
　この事業の一環として、市民の皆さんに改めて
恒久平和と核兵器廃絶について認識を深めていた
だくため、今年も平和行事参加の旅を実施します。
　なお、参加者には、交通費の２分の１相当額と
宿泊費の一部を補助します。ご家族または個人で
お申し込みください。
と　き　８月５日（金）～６日（土）の１泊２日
（右表）
ところ　広島市
内　容　渇行事参加＝広島市原爆死没者慰霊式な
らびに平和祈念式　渇見学＝原爆ドーム、原爆慰
霊碑、平和記念資料館など
対　象　市内在住の小学生以上の方（小学生は保
護者同伴）
定　員　１５人（多数抽選）

※ 　前年までにこの旅に参加した方は、応募で
きません。

最少実施人数　５人
参加費（個人負担分）　 中学生以上＝３１,７４０円、
小学生＝１９,８４０円（昼食代は全額個人負担です）
事前説明会・反省会　事前説明会＝７月１４日
（木）、反省会＝８月１８日（木）、いずれも午後
６時３０分から市役所会議室で。どちらも必ず出席
してください。
その他　渇平和祈念式終了後、希望する方は、現
地解散もできます。申込時にお伝えください。
（往復切符となります）渇猛暑の時期であり、両
日とも早朝からの団体行動になることをご理解の
うえ、ご参加ください。渇幼児の参加はご遠慮く
ださい。渇相部屋になる場合があります。渇参加
費・宿泊地が変更になる場合があります。
申　込　６月１０日までに、電話または直接、広報
秘書課広聴係（市役所第二庁舎１階☎０４２−３８７−
９８１８）へ。

８
／
５
（
金
）

／
６
（
土
）

コース（予定）
武蔵小金井駅集合・同駅発

6：356：20
東京駅発
7：50

広島駅着
11：46

原爆ドーム・慰霊碑
平和記念資料館等見学

13：00
ホテル着（岩国市）

18：00

ホテル出発
5：30

平和祈念式参加
7：40～9：00

自由時間・広島駅発
14：13

東京駅着
18：13

武蔵小金井駅着・解散
19：15

平平和和行行事事
参参加加のの旅旅

平和行平和行事事
参加の参加の旅旅
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ご
利
用
く
だ
さ
い

６
月
の
休
日
窓
口

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
５
日
の

み
）
、
納
税
課
（
５
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

○は休日窓口開設日
土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

3029282726

6月

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

○
○
○
○

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）
問合先内　容ところと　き名　称

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

地域の資源開発などにつ
いて

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

６月３日（金）
１４：００〜

第１回生活支援事業協議
体

生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）市史編さん活動について市役所第二庁舎８階

８０１会議室
６月１３日（月）
１０：００〜市史編さん委員会

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

利用者負担の在り方等に
ついて

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

６月２０日（月）
１９：００〜子ども・子育て会議（※）

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

平成２７年度施策の実績報
告について

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

６月２８日（火）
１８：００〜廃棄物減量等推進審議会

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
（
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
）
が
施
行
さ
れ
、
平
成　
２８

年
１
月
か
ら
税
や
社
会
保
障
の
手

続
き
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
利
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

同
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
事
務

（
法
定
事
務
）
に
加
え
、
地
方
公

共
団
体
が
、
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
分
野
の
事
務
で
あ
っ
て
条

例
で
定
め
る
事
務
（
独
自
利
用
事

務
）
に
お
い
て
利
用
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
案
で
対
象
と
す

る
予
定
の
独
自
事
務
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

施
策
名
称　

個
人
番
号
の
利
用
並

び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
案
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体

検
討
結
果
の
公
表
等　

７
月
（
予

定
）
。
意
見
等
に
対
す
る
個
別
的

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
検
討
を
終

え
た
と
き
は
、
意
見
等
の
内
容
お

よ
び
市
の
検
討
結
果
と
そ
の
理
由

を
公
表
し
ま
す
。

配
布
・
閲
覧
場
所
等　

企
画
政
策

課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
総

務
課
（
同
１
階
）
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
、
公
民
館
各
館
、
婦
人
会
館
、

総
合
体
育
館
、
図
書
館
本
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
東
小
金
井
駅
開
設

記
念
会
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

提
出
方
法
・
問
合
先　

６
月
１
日

～　

日
（
必
着
）
に
、
住
所
・
氏

３０
名
・
年
齢
・
施
策
名
称
を
明
記

し
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ

ー
ム
で
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
情
報

シ
ス
テ
ム
係
（
〒　

儿
８
５
０
４

１８４

住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
☎　

儿　

儿
９
８
２
７ 
　

儿

０４２

３８７

０４２

　

儿
２
７
１
９
）

３８６
 

業
務
名　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

Ａ勤
務
時
間　

週
５
日
、
月
曜
～
金

曜
日
午
前
８
時　

分
～
午
後
３
時

１５

※　

７
月　

日
～
８
月　

日
は
勤

２１

２０

務
を
要
し
ま
せ
ん
。

報
酬（
月
額
）　　

万
５
千
９
百
円

１８

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

資
格
等
要
件　

▽　

歳
定
年
制
の

６５

た
め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

２６

に
生
ま
れ
た
方　

▽
小
学
校
教
諭

免
許
を
有
し
、
特
別
な
教
育
ニ
ー

ズ
の
あ
る
児
童
ま
た
は
生
徒
へ
の

指
導
経
験
者

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　

６
月　

日
（
水
）

２２

採
用
予
定
日　

７
月
１
日
（
金
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

６
月　

日
（
木
）
ま
で
の
午

１６

FAX

教
育
委
員
会

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
、
庶
務
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

７
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１６
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
庶
務
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
２
）

 　

市
で
は
、
公
共
施
設
等
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
同
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
今
後
の
公
共
施
設

の
在
り
方
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
の
市
民
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
後

１８

１
時
～
５
時
（　

時　

分
開
場
）

１２

３０

と
こ
ろ　

商
工
会
館
２
階
大
会
議

室対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
に
係
る
市
民
意
見
交
換

会
を
開
催

学
の　

歳
以
上
の
方

１６

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

そ
の
他　

▽
保
育
あ
り
（
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
。
６
人
。
要
事
前

申
込
）
▽
手
話
通
訳
あ
り

申　

込　

６
月
１
日
～　

日
（
必

１４

着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
保
育
の
有
無
・
手
話

通
訳
の
有
無
を
明
記
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
０
０ 
　

儿　

儿
１
２
２
４

０４２

３８７

死s0
1
0
1
9
9
@
ko
gan
ei-sh

i.j

p

）
へ
。

 　

二
枚
橋
ご
み
焼
却
場
の
都
市
計

画
案
（
廃
止
）
に
係
る
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
説
明
会

は
、
小
金
井
市
、
調
布
市
お
よ
び

府
中
市
の
３
市
合
同
で
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
同
都
市
計
画
案
に
つ
い

て
、
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

〈
説
明
会
〉

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
後

１８

６
時
～
８
時

と
こ
ろ　

東
中
学
校
柔
剣
道
場

そ
の
他　

▽
会
場
へ
は
東
門
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
。
▽
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
▽
上
履

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
縦
覧
お
よ
び
意
見
書 

の
受
け
付
け
〉

対
象
都
市
計
画
案　

ご
み
焼
却
場

二
枚
橋
衛
生
組
合
ご
み
焼
却
場
の

変
更
（
廃
止
）

縦
覧
・
意
見
書
受
付
期
間　

６
月

　

日
（
金
）
～
７
月
１
日
（
金
）

１７午
前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１

３０

時
～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）

FAX

二
枚
橋
ご
み
焼
却
場
の
都

市
計
画
案（
廃
止
）に
係
る

説
明
会
の
開
催
と
縦
覧
お

よ
び
意
見
書
の
受
け
付
け

対
象
者
・
意
見
書
受
付　

市
内
在

住
ま
た
は
都
市
計
画
案
に
係
る
利

害
関
係
の
あ
る
方
は
、
住
所
・
氏

名
・
意
見
を
明
記
し
、
郵
送
（
必

着
）
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
都
市
計
画
課
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

縦
覧
場
所
・
問
合
先　

都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
☎　

儿　

儿
９
８
５
９ 
　

儿

０４２

３８７

０４２

　

儿
２
６
１
９
死s0

6
0
1
9
9
@
k

３８６

o
gan
ei-sh

i.jp

）

 　

都
市
計
画
公
園
事
業
の
変
更
認

可
図
書
に
つ
い
て
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。

縦
覧
内
容　

府
中
都
市
計
画
公
園

事
業
お
よ
び
小
金
井
都
市
計
画
公

園
事
業
武
蔵
野
公
園
の
事
業
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

縦
覧
期
間　

事
業
施
行
期
間
終
了

ま
で
の
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
・
問
合
先　

都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

 　

日
中
市
役
所
に
来
ら
れ
な
い
方

や
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
な
い
方

は
、
そ
の
他
の
請
求
方
法
に
よ

り
、
証
明
書
等
が
交
付
請
求
で
き

ま
す
。
な
お
、
代
理
人
が
請
求
す

る
場
合
は
本
人
自
筆
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
対
象
者
と
請

求
者
の
関
係
が
第
三
者
の
場
合

は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
郵
送
請
求
〉

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
全

FAX

都
市
計
画
事
業
図
書

の
縦
覧

郵
送
請
求
・
電
話
窓
口
制

度
・
広
域
交
付
住
民
票
の

ご
案
内

部
・
個
人
事
項
証
明
書
等
が
交
付

請
求
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
日
数

が
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
、
手
数
料
分
の
郵
便
定
額
小

為
替
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
※
個
人
番

号
カ
ー
ド
）の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
、

返
信
用
封
筒
に
切
手
を 
貼 
っ
て
、

は

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
顔
写

真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
含
む

〈
電
話
窓
口
制
度
〉

　

電
話
で
申
請
し
、
指
定
し
た
取

扱
窓
口
で
住
民
票
の
写
し
・
除
か

れ
た
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
母
子
手
帳
、
戸
籍
の
附

票
・
除
籍
の
附
票
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
取
扱
窓
口
は
、

市
役
所
本
庁
舎
１
階
施
設
管
理

室
、
集
会
施
設
等
で
す
。
た
だ

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
お
よ
び
母

子
手
帳
の
受
け
取
り
は
、
施
設
管

理
室
の
み
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

１
通　

円
（
母
子
手
帳

３００

は
無
料
）

受
付
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
４
時

３０

〈
広
域
交
付
住
民
票
〉

　

本
人
が
住
民
登
録
地
以
外
の
市

役
所
で
発
行
す
る
住
民
票
で
す
。

勤
務
先
や
外
出
先
で
住
民
票
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
本
籍
地
と
筆
頭

者
は
記
載
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

休
日
窓
口
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

必
要
書
類　

運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
顔

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
含
む
。

暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
で

す
）
、
そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し

た
免
許
証
、
許
可
証
も
し
く
は
資

格
証
明
書
等

手
数
料　

１
通　

円
３００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

請
求
・
問
合
先　

市
民
課
市
民
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
０
）

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
方
を
委
員
に
選
任
し
ま

し
た
。

　

▽
中
村
彰
宏
さ
ん
（
公
募
市
民

団
体
代
表
）

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

第
６
期
市
民
参
加
推
進

会
議
委
員
選
任
結
果

個人番号の利用並個人番号の利用並びび
に特定個人情報のに特定個人情報の利利
用及び提供に関す用及び提供に関するる
条例の一部改条例の一部改正正（案）（案）
に対するパブリッに対するパブリックク
コメントを募コメントを募集集

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　採用試験の実施内容が変わりま
す。教養試験・専門試験がなく、
公務員試験対策が不要です。
試験区分・職種　上級職（一般事
務）
資格等要件　平成元年４月２日〜
平成７年４月１日に生まれた方
※　国籍は問いません。
試験日　７月２４日（日）
採用予定人数　若干名
採用予定日　平成２９年４月１日
（土）
要項配布　６月２１日（火）までの
午前８時３０分〜午後５時（土曜・
日曜日を除く）に、職員課（市役

所本庁舎１階）および市役所第二
庁舎１階受付で配布するほか、配
布期間中に限り、市ホームページ
からダウンロードできます。
応募受付　６月１９日（日）＝職員
課、２０日（月）＝前原暫定集会施
設Ａ会議室、２１日（火）＝市民会
館・萌え木ホールで。時間は１９日
＝午前９時〜正午、午後１時〜４
時、２０日・２１日＝いずれも午前９
時３０分〜正午、午後１時〜４時。
※　申込書類は、受験者本人が持
参し提出してください。

問合先　職員課人事研修係（☎０４２
−３８７−９８０８）

平成29年度市職員募平成29年度市職員募集集平成29年度市職員募平成29年度市職員募集集
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　過去に保険料の全額または一部免除、
学生納付特例制度や若年者猶予制度の承
認を受けた期間のある方は、１０年以内で
あれば保険料をさかのぼって納めること
（追納）ができます。
　将来受け取る年金額を増額するために
も、追納制度をご利用ください。
　なお、学生納付特例等を受けた年度か

ら起算して、３年度目以降に追納する場
合には、経過期間に応じて一定の加算額
が上乗せされます。（下表）
　納めることができるようになったとき
は、できるだけ早く追納することをお勧
めします。
問合先　保険年金課国民年金係（☎０４２
−３８７−９８４４）

追納制度をご存じですか
国民年金

 国民年金保険料追納額等（平成２８年度） （月額）

免除の種類　追納額当時の免除
等承認保険
料

免除を受け
た年度 ４分の１免除半額免除４分の３免除全額免除等

３,７４０円７,５００円１１,２４０円１５,０００円１３,８６０円平成１８年度
３,７５０円７,５２０円１１,２７０円１５,０３０円１４,１００円平成１９年度
３,７８０円７,５７０円１１,３６０円１５,１４０円１４,４１０円平成２０年度
３,８００円７,６２０円１１,４２０円１５,２３０円１４,６６０円平成２１年度
３,８７０円７,７５０円１１,６１０円１５,４９０円１５,１００円平成２２年度
３,８１０円７,６４０円１１,４５０円１５,２８０円１５,０２０円平成２３年度
３,７８０円７,５６０円１１,３４０円１５,１３０円１４,９８０円平成２４年度
３,７８０円７,５５０円１１,３３０円１５,１００円１５,０４０円平成２５年度
３,８１０円７,６３０円１１,４４０円１５,２５０円１５,２５０円平成２６年度
３,９００円７,８００円１１,６９０円１５,５９０円１５,５９０円平成２７年度

※　平成２６、２７年度は、加算額はありません。

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
分
）

２８

２７

の
市
民
税
・
都
民
税
納
税
・
税
額

決
定
通
知
書
を
６
月　

日
（
金
）

１０

に
発
送
し
ま
す
。

　

第
１
期
の
納
期
限
は
、
６
月　
３０

日
（
木
）
で
す
。
納
税
・
税
額
決

定
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
ご
確
認
の
う
え
、
納
期
限
ま

で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
市
民
税
・

２８

都
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

は
、
６
月　

日
（
金
）
か
ら
発
行

１０

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
〈
寄
附
金
控
除（
ふ
る
さ
と

納
税
）に
係
る
見
直
し
〉

【
所
得
税
の
最
高
税
率
引
き
上
げ

に
伴
う
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

係
る
特
別
控
除
額
の
算
定
方
法

の
改
正
】

　

平
成　

年
分
以
後
の
所
得
税
の

２７

最
高
税
率
が　

％
か
ら　

％
に
引

４０

４５

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
寄

附
金
税
額
控
除
に
係
る
特
例
控
除

額
の
算
定
に
用
い
る
所
得
税
の
限

界
税
率
が
課
税
所
得
金
額
４
千
万

円
超
の
場
合
は　

％
と
す
る
こ
と

４５

と
な
り
ま
し
た
。

【
特
例
控
除
額
の
拡
充
（
特
例
控

除
限
度
額
の
引
き
上
げ
）
】

　

平
成　

年
度
以
後
の
個
人
市
・

２８

都
民
税
か
ら
、
都
道
府
県
・
市
区

町
村
に
対
す
る
寄
附
金
（
ふ
る
さ

平
成

年
度

平
成　

年
度
のの

２８２８

主
な
税
制
改

主
な
税
制
改
正正

と
納
税
）
に
つ
い
て
の
特
例
控
除

額
限
度
額
が
個
人
市
・
都
民
税
所

得
割
額
の
２
割
（
改
正
前
１
割
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
平

成　

年
以
後
の
寄
附
金
か
ら
適

２７
用
）

【
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
」
の
創
設
】

　

確
定
申
告
の
不
要
な
給
与
所
得

者
等
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

行
わ
な
く
て
も
、
所
得
税
・
個
人

市
・
都
民
税
の
寄
附
金
控
除
を
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
「
ふ
る
さ
と
納

税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
４

２７

月
１
日
以
後
に
行
う
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
あ
り
、
寄
附
先
の
団
体

数
が
５
団
体
以
内
の
場
合
で
確
定

申
告
（
住
民
税
申
告
を
含
む
）
を

行
う
必
要
の
な
い
方
が
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」を
利
用
せ
ず
、

確
定
申
告
を
行
う
場
合
、
寄
附
分

を
含
め
て
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〈
個
人
市
・
都
民
税
に
お
け

る
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
の
見
直
し
〉

【
転
出
・
税
額
変
更
が
あ
っ
た
場

合
の
特
別
徴
収
継
続
の
見
直

し
】

　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対

象
者
が
他
市
区
町
村
に
転
出
し
た

場
合
や
特
別
徴
収
の
税
額
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
特

別
徴
収
は
停
止
と
な
り
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
に
よ
る
納
付
方
法
）

に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
定
の
要
件
の
も
と
で
特
別
徴
収

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

【
仮
特
別
徴
収
税
額
の
算
定
方
法

の
見
直
し
（
仮
特
別
徴
収
税
額

の
平
準
化
）
】

　

公
的
年
金
に
お
け
る
年
間
特
別

徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、
仮
特
別
徴
収
税
額
を
「
前
年

度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

割
額
と
均
等
割
額
の
合
算
額
（
年

税
額
）
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
と
す
る
」こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
先　

市
民
税
課
市
民
税
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
９
）

０４２

３８７

　

環
境
保
全
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
、
事
業
者
を
表
彰

す
る
た
め
、
環
境
賞
の
候
補
者
を

募
集
し
ま
す
。
日
常
生
活
や
事
業

活
動
に
お
い
て
、
環
境
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
等
、
受
賞
に
ふ
さ
わ

し
い
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団

体
・
事
業
者
を
、ぜ
ひ
、
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。（
自
薦
も
可
）

　

前
年
度
受
賞
者
は
、
小
金
井
自

然
観
察
会
で
し
た
。　

年
以
上
に

４０

も
わ
た
る
長
期
間
、
本
市
の
自
然

環
境
を
観
察
記
録
し
、
併
せ
て
一

般
市
民
の
自
然
や
環
境
保
全
に
関

す
る
意
識
を
高
揚
す
る
活
動
等
を

し
て
き
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方
、
市
内

の
団
体
ま
た
は
事
業
者

応
募
方
法　

７
月　

日
（
消
印
有

２７

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
住
所
・
氏
名
（
団

体
ま
た
は
事
業
者
の
場
合
は
名

称
・
代
表
者
氏
名
）・
電
話
番
号
・

自
薦
ま
た
は
推
薦
の
理
由
・
活
動

内
容
・
実
績
等
（
推
薦
の
場
合
は

推
薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
）
を
明
記
し
、
環
境
政
策
課
へ
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
１
７ 
　

儿　

儿
６
５
７

０４２

３８３

７
）

 　

市
で
は
、
家
屋
の
取
り
壊
し
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
課
税

事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
資
産

税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

取
り
壊
し
た
家
屋
に
は
、
翌
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

居
住
用
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土

地
は
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
こ
の

適
用
が
な
く
な
り
、
翌
年
度
の
土

地
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
は
、
建

築
し
た
年
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
課
税
の

２９

た
め
に
、
平
成　

年
１
月
２
日
以

２８
FAX

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
ご
連
絡
を

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
の

調
査
に
ご
協
力
を

降
、
新
築
お
よ
び
増
改
築
し
た
家

屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
市
の
調
査
員
（
固
定

資
産
評
価
補
助
員
）
が
、
事
前
に

日
程
を
調
整
の
う
え
伺
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
職
員
証
明
書
等
を

提
示
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容　

屋
根
や
外
壁
・
各
部

屋
の
内
装
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る

資
材
や
設
備
の
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
次

２９

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
私
道

を
所
有
す
る
方
は
、
申
請
に
よ
っ

て
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が

平
成　

年
度
以
降
非
課
税
扱
い
と

２９
私
道
部
分
の
非
課
税
扱
い

の
申
請
を

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
分
筆
し
て
道
路
と
な
っ

て
い
る
場
合
や
、
す
で
に
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
私
道
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
非
課
税
の
条
件
】

▽　

使
用
上
の
制
約
を
設
け
ず
、

不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
し
て

い
る
こ
と

▽　

幅
員
が
１
・
８
㍍
以
上
で
あ

る
こ
と

▽　

起
点
・
終
点
が
公
道
に
接
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
行
き
止

ま
り
の
私
道
の
場
合
（
幅
員
４

㍍
以
上
）
、
２
棟
以
上
の
家
屋

が
立
ち
並
び
、
不
特
定
多
数
の

方
が
利
用
し
て
い
る
こ
と

▽　

求
積
図
な
ど
に
よ
っ
て
私
道

部
分
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

そ
の
他　

求
積
図
は
、
原
則
と
し

て
資
格
を
有
す
る
方
に
よ
っ
て
測

量
さ
れ
た
も
の
と
し
ま
す
が
、
地

積
が
狭
小
で
測
量
が
容
易
で
あ
る

土
地
は
、
資
格
を
有
し
な
い
方
に

よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
先　

平
成　

年
１
月

２９

　

日
ま
で
に
、
印
鑑
お
よ
び
求
積

３１図
を
持
参
の
う
え
、
市
所
定
の
申

請
書
（
資
産
税
課
で
配
布
）
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
資
産
税
課
土

地
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）
へ
。

０４２

３８７

 　

平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
納
税

２８

通
知
書
に
同
封
し
た
税
率
変
更
の

お
知
ら
せ
通
知
に
、
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
納
税

義
務
者
の
方
に
は
、
訂
正
文
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更

の
お
知
ら
せ
の
訂
正

だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
に
は
影
響

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ま
ま

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
税
課
諸
税
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
０
）

０４２

３８７

 　

１
月
４
日
か
ら
一
時
休
止
し
て

い
た
、
市
民
課
で
の
税
関
係
証
明

書
（
市
・
都
民
税
課
税
証
明
書
お

６
月　

日
か
ら
市
民
課
で
の

１０

税
関
係
証
明
書
の
交
付
を
再

開

よ
び
納
税
証
明
書
）
の
交
付
を
６

月　

日（
金
）か
ら
再
開
し
ま
す
。

１０

　

な
お
、
市
民
税
課
、
納
税
課
で

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
証
明
書
を
お

取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

上
原
秀
則
氏
が
、
平
成　

年
２８

第
３
回
市
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
副

市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
５
月　

日
〜

２０

平
成　

年
５
月　

日
ま
で
の
４

３２

１９

年
間
で
す
。

【
略　

歴
】

　

上
原
秀
則
（
う
え
は
ら
・
ひ

で
の
り
）
氏

　

東
京
学
芸
大
学
卒
。
昭
和　
５０

年
９
月
小
金
井
市
に
入
り
、
市

民
部
長
、
企
画
財
政
部
長
、
平

成　

年
２
月
〜
平
成　

年　

月

２４

２６

１１

小
金
井
市
副
市
長
を
歴
任
。　
６３

歳
。
府
中
市
在
住
。

副
市
長

副
市
長
にに

上
原
秀
則
氏
が
就

上
原
秀
則
氏
が
就
任任

特別徴収仮特別徴収
区分

２月１２月１０月８月６月４月

（年税額－仮特別徴収額）
×１／３

前年度分の特別徴収額×１／３
（前年２月と同額）改正前

（年税額－仮特別徴収額）
×１／３

（前年度分の年税額×１／２）
×１／３改正後

※　平成２８年１０月１日以後に実施する特別徴収から適用。
※　本改正は、仮特別徴収税額の算定方法の見直しを行うものであり、税負担とな
る年税額の増減はありません。

平
成

年
度
市
・
都
民
税
納
税

平
成　

年
度
市
・
都
民
税
納
税
・・

２８２８

税
額
決
定
通
知
書
を
発

税
額
決
定
通
知
書
を
発
送送

小
金
井
市
環
境

小
金
井
市
環
境
賞賞

候
補
者
募

候
補
者
募
集集

第　

回
１４
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特定健診の健診項目
【基本的な健診項目】
　▷　質問事項（問診票）
　▷　身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）
　▷　身体診察、血圧測定
　▷　血液検査（中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール）
　▷　肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）
　▷　血糖検査（空腹時血糖およびHｂA１C）
　▷　尿検査（尿糖、尿蛋白）
【詳細な健診項目】
前年の健診結果および医師の判断により実施
　▷　貧血検査
　▷　心電図検査
　▷　眼底検査

フォロー健診（独自健診）の健診項目
【内科項目】
　▷　胸部レントゲン検査
　▷　生化学検査（尿酸、クレアチニン）
　▷　血液検査（白血球、赤血球、血色素、ヘマトクリット）
　▷　心電図検査
【眼科項目】
内科健診の結果、医師の判断により実施
　▷　眼底検査、眼底撮影、視力検査、眼圧測定

　

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

早
期
発
見
の
た
め
、
特
定
健
康
診

査
（
特
定
健
診
）を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
の
方
に
は
受
診
券

等
の
必
要
書
類
を
６
月
１
日
ま
で

に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

受
診
期
間
や
医
療
機
関
等
は
、

受
診
券
に
同
封
の
書
類
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対　

象　

平
成　

年
４
月
１
日
以

２８

降
継
続
し
て
市
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
平
成　
２８

年
度
中
に　

～　

歳
に
な
る
方

４０

７５

（
６
ヵ
月
以
上
入
院
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
、
一
部
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）

健
診
項
目　

左
表
の
と
お
り

そ
の
他　

同
じ
年
度
内
に
特
定
健

診
を
受
け
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ

ク
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診

の
対
象
と
な
ら
な
い
方
〉

▽ 

生
活
保
護
受
給
者
等
の
保
険

未
加
入
の
方
、
平
成　

年
４
月

２８

２
日
以
降
に
保
険
が
変
わ
っ
た

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。　
１２

月
に
実
施
す
る
集
団
健
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

市
の
国
民
健
康
保
険
以
外
の

保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
組
合

な
ど
）に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

ご
加
入
の
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽ 
　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医

７５
療
制
度
加
入
者
の
方
に
は
、
９

月
中
旬
に
健
診
の
受
診
券
等
を

送
付
し
ま
す
。

〈
フ
ォ
ロ
ー
健
診
〉

　

特
定
健
診
後
、
希
望
す
る
方
に

フ
ォ
ロ
ー
健
診
（
左
表
）
を
実
施

し
ま
す
。

　

フ
ォ
ロ
ー
健
診
は
、
市
が
実
施

す
る
特
定
健
診
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
も
受
診
で
き
ま
す
。

　

受
診
可
能
な
医
療
機
関
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
の

２８

特
定
健
診
を
開
始!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　
　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
３
３
）
、
健
康
課
健
康
係

（
☎　

儿　

儿
１
２
４
０
）

０４２

３２１

す
。
閻
魔
王
を
中
心
と
す
る
諸

像
お
よ
び
仏
具
は
、
地
獄
思
想

に
基
づ
く
、
信
仰
の
対
象
と
し

て
、
貫
井
村
の
人
々
に
よ
っ
て

安
永
６
（
１
７
７
７
）
年
ご
ろ

に
造
ら
れ
ま
し
た
。

所
在
地　

貫
井
南
町
４
儿　
１９

所
有
者
等　

共
同
管
理

指
定
年
月
日　

昭
和　

年
５
月

５２

　

日
２８〈

渡
辺
家
墓
地
月
待
板
碑 

（
市
指
定
有
形
文
化
財
）〉

 　

写
真
左
の
月
待
板
碑
は
、
高

さ　

㌢
㍍
の
緑
泥
片
岩
製
で
、

６７
頭
部
を
欠
き
、
碑
面
の
剥
落
が

著
し
く
判
読
し
に
く
い
で
す

が
、
「
奉
月
待
供
養　

天
文
七

年
戊
戌
十
一
月
廿
三
日
」
と
あ

り
、
左
右
に
道
俗
（
出
家
と
在

家
）
男
女　

人
の
名
が
刻
ま
れ

２７

て
い
ま
す
。
月
待
供
養
は
毎
月

　

日
の
夜
に
月
天
子
を
祭
る
庶

２３民
信
仰
で
す
。

　

室
町
時
代
末
期
の
天
文
７

（
１
４
２
２
）
年
、
こ
の
付
近

に
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

な
お
、
並
立
す
る
板
碑
（
写

真
右
）は
延
慶
２
（
１
３
０
９
）

年
造
立
の
板
石
塔
婆
で
す
。

所
在
地　

中
町
４
儿
９

所
有
者
等　

共
同
管
理

指
定
年
月
日　

昭
和　

年
２
月

４８

　

日
１３

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

〈
応
永
廿
九
年
銘 

薬
師
如
来
立
像 

（
市
指
定
有
形
文
化
財
）〉

 　

長
昌
寺
境
内
の
薬
師
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
応
永　
２９

（
１
４
２
２
）
年
銘
の
薬
師
如

来
立
像
で
、
関
東
地
方
に
多
く

見
ら
れ
る
鉄
仏
風
の
特
色
を
も

っ
た
小
金
銅
仏
（　

・
７

３０

㌢
㍍
）
で
す
。

　

平
田
兵
衛
が
家
内
の
無
病
息

災
を
祈
願
し
、
道
義
と
い
う
人

物
が
製
作
し
た
と
い
う
銘
文
が

あ
り
、
由
来
は
不
明
で
す
が
、

中
世
の
仏
像
と
し
て
貴
重
で

す
。

所
在
地　

梶
野
町
２
儿
７
儿
５

所
有
者
等　

長
昌
寺

指
定
年
月
日　

昭
和　

年
２
月

４８

　

日
１３〈 

閻  
魔 
堂
木
造 

え
ん 

ま

閻
魔
王
坐
像 

（
市
指
定
有
形
文
化
財
）〉

 　

貫
井
共
同
墓
地
（
大
墓
）
の

閻
魔
堂
に
あ
り
、
閻
魔
王
坐
像

（
像
高　

㌢
㍍
）
を
中
心
と
す

７５

る
十
王
（
一
体
欠
）
な
ど
の
小

像
や
て
ん
び
ん
な
ど
の
諸
像
具

が
一
括
し
て
残
さ
れ
て
い
ま

　

市
で
は
、
５
月　

日
に
株
式
会

１１

社
ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京
西
エ
リ
ア
局

と
「
防
災
行
政
無
線
の
再
送
信
連

携
に
係
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
の
覚
書
の
締
結
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放
送

し
て
い
た
防
災
行
政
無
線
を
、
同

社
に
再
送
信
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
専
用
端
末
を
利
用
し
て
各

ご
家
庭
で
放
送
を
聞
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

配
信
す
る
内
容

▽　
「
ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

（
定
時
放
送
）
な
ど
の
防
災
行

政
無
線
一
般
放
送

▽　

避
難
勧
告
な
ど
の
災
害
に
関

す
る
情
報

▽　

気
象
庁
が
発
表
す
る
緊
急
地

震
速
報

▽　

ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
な
ど
の

国
民
保
護
に
関
す
る
情
報

費　

用　

▽
ジ
ェ
イ
コ
ム
加
入
者

＝
月
額　

円　

▽
ジ
ェ
イ
コ
ム
未

３００

加
入
者
＝
月
額　

円
５００

※　

専
用
端
末
設
置
工
事
費
な
ど

が
別
に
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
、
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京
西
エ
リ
ア
局

（
☎　

儿　

儿
８
８
８
８
＝
火

０４２

３０１

曜
・
水
曜
日
を
除
く
午
前　

時
～

１０

午
後
５
時
）
へ
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

 
募
集
内
容　

中
堅
所
得
者
・
家
族

向
け
の
賃
貸
住
宅
（
空
き
家
）

募
集
案
内
（
申
込
書
）
配
布　

６

月
１
日
（
水
）
～　

日
（
金
）
に
、

１０

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
５
階
）
、
管
財
課
（
市
役

所
本
庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日

は
施
設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
。

そ
の
他　

▽
仲
介
手
数
料
・
礼

金
・
更
新
料
な
し　

▽
募
集
内
容

等
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
（
申
込

書
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▽
申
込

書
は
、
配
布
期
間
中
に
限
り
Ｊ
Ｋ

Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.to
-ko
u
sya.o

r.jp
/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

６
月　

日
（
必
着
）

１５

都
民
住
宅

（
東
京
都
施
行
型
）

入
居
者
募
集

小
金
井
市
内
の
文
化
財
の
紹

小
金
井
市
内
の
文
化
財
の
紹
介介

放送時間
日火・木・土月・水・金曜日

８：３０～８：３０～８：３０～

時間
１２：３０～１４：００～１２：３０～

１８：００～１８：００～１８：００～

２２：００～２３：００～２１：００～

ま
で
に
、
郵
送
で
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募

集
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿
３
４
９
８
儿
８
８

０３

９
４
＝
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

市
指
定
文
化
財
の
木
造 
閻  
魔 
王

え
ん 

ま

坐
像
（
貫
井
南
町
４
儿　

）
は
、

１９

保
存
修
理
の
た
め
公
開
を
中
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
修
理
事
業
の
完

了
に
伴
い
公
開
を
再
開
し
ま
し

た
。

公
開
時
間　

午
前　

時
～
正
午

１０

※　

公
開
日
の
確
認
、
団
体
見
学

等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 　

昭
和　

年
の
小
金
井
町
誕
生
か

１２

ら
市
制
施
行
を
経
て
、
平
成　

年
１３

度
に
至
る
ま
で
の
行
政
文
書
や
新

聞
記
事
等　

点
を
時
代
別
に
編
集

５６５

し
、
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
小
金

井
の
現
代
史
を
知
る
資
料
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 
規　

格　

Ａ
５
版　

ペ
ー
ジ

９０２

頒
布
価
格　

３
千　

円
４００

頒
布
場
所　

生
涯
学
習
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
７
階
）
、
文
化
財
セ

ン
タ
ー

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 　

小
・
中
学
校
用
教
科
書
の
展
示

市
指
定
文
化
財
の
公
開
を

再
開

「
小
金
井
市
史　

資
料
編

　

現
代
」
を
発
行

教
科
書
展
示
会

を
行
い
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
金
）
～
７

１７

月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

分
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

４５

く
）

と
こ
ろ　

教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

（
東
小
学
校
内
）

問
合
先　

指
導
室
指
導
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
７
）

３８７

 　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
毎

週
土
曜
日
に
、
設
置
し
て
い
る
生

ご
み
処
理
機
を
利
用
し
た
生
ご
み

投
入
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
投
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
野
菜
な
ど
を

作
る
た
め
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル 
堆 たい

肥
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
用
廃
油
の
回
収
を
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
時
間
・
場
所　

左
表
の
と
お

り
 

そ
の
他　

▽
投
入
で
き
る
生
ご
み

は
、
食
品
廃
棄
物
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
貝
殻
な
ど
硬
い
物
は
投
入

で
き
ま
せ
ん
。
▽
投
入
す
る
生
ご

み
は
充
分
に
水
切
り
を
し
て
く
だ

さ
い
。
▽
処
理
さ
れ
た
生
ご
み
を

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
と
し
て
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

生
ご
み
投
入
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
実
施
中

その他時　間場　所
食用廃油

毎週土曜日
午前９時～１０時

第一小学校
−第三小学校
−前原小学校

食用廃油

緑 小 学 校
南 小 学 校

毎週土曜日
午前１０時～１１時第一中学校

毎週土曜日
午前９時～１０時第二中学校

防
災
行
政
無
線
が

屋
内
で
聞
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

　

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
ジ

ェ
イ
コ
ム
東
京
（
地
上
デ
ジ
タ

ル　

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
、
小
金

１１
井
市
・
国
分
寺
市
・
府
中
市
の

そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
が
、
自
分
の

市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
番
組

「
長
っ
と
散
歩
」
の
放
送
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

　

内
容
は
、
原
則
１
週
間
ご
と

に
更
新
さ
れ
、
初
回
は
国
分
寺

市
長
が
出
演
し
、
小
金
井
市
長

は
、
６
月　

日
（
月
）
～
７
月

２０

３
日
（
日
）
の
放
送
分
に
出
演

市
長
が
市
の
魅

市
長
が
市
の
魅
力力

を
紹
介
す
る
番

を
紹
介
す
る
番
組組

が
開
が
開
始始

し
ま
す
。

放
送
時
間　

左
表
の
と
お
り

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
報
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
３
）

０４２

３８７



28・6・15

【
夫
婦
・
恋
人
の
関
係
は
対
等
で

す
か
】

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
殴
る
、
け
る
等

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
社
会

的
・
性
的
・
経
済
的
な
暴
力
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
、
被

害
を
受
け
た
人
の
心
や
身
体
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
人
権
侵
害
で
す
。

　
「
相
手
が
怒
る
の
は
自
分
が
悪

い
か
ら
」
と
か
、
「
愛
さ
れ
て
い

る
か
ら
束
縛
さ
れ
る
」
と
考
え
て

い
る
と
、
実
際
Ｄ
Ｖ
が
起
き
て
い

て
も
認
識
で
き
ず
、
問
題
が
潜
在

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
夫
婦 
喧  
嘩 
で
は
な
く
人

げ
ん 

か

権
侵
害
で
す
。
「
ど
ん
な
場
合
で

も
Ｄ
Ｖ
は
許
さ
な
い
」
と
い
う
意

識
が
大
切
で
す
。

　

少
し
で
も
疑
問
に
感
じ
て
い
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
隠
さ
ず
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
一
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
】

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、　

～　

歳

１０

２０

代
な
ど
で
、
未
婚
の
交
際
相
手
か

ら
受
け
る
Ｄ
Ｖ
の
こ
と
で
す
。

【
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】

　

市
で
は
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
知
っ
て
お
き
た
い
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
」
、
「
Ｄ
Ｖ
を
知
ら
な
き
ゃ
Ｄ

Ｖ
を
な
く
せ
な
い
」
を
市
役
所
第

二
庁
舎
１
階
受
付
な
ど
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
☎　

︱　

︱
９
８
５

０４２

３８７

３
）

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て
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◎パートナー（夫または妻）や恋人は…
□　 嫉妬 深く独占欲が強いですか

しっと

□　あなたが実家に帰ったり、友人と会う
ことを嫌がりますか
□　あなたがほかの異性と浮気をしている
のではないかと疑いますか
□　あなたがどこで何をしているかを気に
し、どこに行ったかをいちいち報告させ
ますか
□　あなたが何かするたびに、自分の許可
をとらせますか
□　暴力をお酒や、ストレスのせいにしま
すか
□　あなたを「もの」や所有物のように考
えていますか
□　自分の好みに合わせてあなたが態度や
考え方を変えることを望んでいますか

□　あなたの持ち物を壊したり、ペットを
いじめたりしますか

□　あなたあての手紙を勝手に開封した
り、携帯をチェックしたことがあります
か

◎あなたは…
□　いつも受け身で、絶望感におそわれる
ことがありますか

□　相手の機嫌を損ねることを恐れ、意見
が食い違うことが怖いですか

□　相手が怒るのは自分に非があるからだ
と思っていますか

□　自分さえ我慢していれば二人の関係は
うまくいくと思っていますか

□　相手が束縛したがるのは、自分のこと
を愛しているからだと思っていますか

ＤＶチェックシート

携帯電話・パソコンから登録

「乳幼児食育メール」登録手順

市ホームページのリンク
から登録
（「生活場面から探す」
の「出産・育児・健康」
から栄養指導・食育事業
→乳幼児食育メール配信
で登録してください）

登録した携帯電話または
パソコンに登録完了のメ
ール配信

届いたメールにあるＵＲＬ
へアクセス

携帯電話のバーコード
リーダー機能を使い、
下記ＱＲコードを読み
取り

下記メールアドレス
を携帯電話メールの
送信先に入力

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

kenkoh@req.jp

新規登録ページ

空メール送信

　

お
子
さ
ん
の
年
齢
に
合
わ
せ
た

食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
食
コ
ラ

ム
、
食
育
関
連
事
業
の
案
内
等
を

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
毎
月
１

回
、
無
料
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
を
希
望
す
る
方
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
で
き
る
携
帯

電
話
、
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
登
録
で

き
ま
す
。
（
左
図
）

　

ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

対　

象　

０
～
５
歳
の
乳
幼
児
の

保
護
者

配
信
方
法　

登
録
し
た
お
子
さ
ん

の
生
年
月
日
に
よ
り
、
０
～
１

歳
、
２
～
３
歳
、
４
～
５
歳
の
３

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ

に
適
し
た
内
容
の
メ
ー
ル
を
毎
月

　

日
に
配
信
し
ま
す
。

１９

　

な
お
、
６
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

た
時
点
で
配
信
は
自
動
的
に
停
止

し
ま
す
。

そ
の
他　

通
信
料
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

〈
悪
質
な
メ
ー
ル
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
〉

　

自
治
体
名
を
か
た
っ
て
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
せ
る
等
の
悪

質
な
メ
ー
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
個
別
に
「
乳
幼
児
食

育
メ
ー
ル
」
登
録
案
内
メ
ー
ル
を

配
信
す
る
こ
と
は
、
一
切
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課
（
☎　

︱　

︱

０４２

３２１

１
２
４
０
）

乳乳
幼幼
児児
食食
育育
メメ
ーー
ルル
をを

配配
信信
しし
てて
いい
まま
すす

乳
幼
児
食
育
メ
ー
ル

乳
幼
児
食
育
メ
ー
ル
をを

配
信
し
て
い
ま

配
信
し
て
い
ま
すす

　

梅
雨
の
時
期
は
、
長
雨
や
集

中
豪
雨
で
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が

け
や
よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
危
な
い
が
け
や
不
完
全

な
よ
う
壁
で
覆
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
家
で
は
、
大
き
な

被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、

財
産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
り
の

安
全
を
確
か
め
、
危
な
い
石
積

み
や
土
留
め
等
は
補
強
改
善

し
、
雨
水
の
排
水
を
よ
く
す
る

な
ど
し
て
、
安
全
対
策
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
、
関
係
機
関
か
ら
改

善
等
の
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告

を
受
け
て
い
る
方
は
、
補
強
、

改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法

で
定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
、
一

定
の
高
さ
以
上
の
切
り
土
・
盛

り
土
や
よ
う
壁
な
ど
を
築
造
す

る
と
き
は
、
事
前
の
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

東
京
都
多
摩
建
築
指

導
事
務
所
開
発
指
導
第
二
課

（
☎　

儿　

儿
２
３
８
７
）
、

０４２

３６４

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ

く
り
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

２
）

 　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
で
は
、
日

ご
ろ
の
ご
利
用
に
感
謝
を
込
め

て
、
家
具
類
、
食
器
類
な
ど
を
展

示
価
格
の　

％
引
き
、
自
転
車
を

３０

　

円
引
き
で
販
売
す
る
セ
ー
ル
を

５００開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

割
引
対
象
に
な
ら
な
い
品
物
も

あ
り
ま
す
の
で
、
セ
ー
ル
の
内
容

等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と　

き　

６
月　

日
（
日
）
午
前

１２

９
時
～
午
後
４
時

問
合
先　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

（
☎　

儿　

儿
７
７
７
１
）

０４２

３８２

 　

７
月
か
ら
、
ひ
が
し
保
育
園
が

小
規
模
保
育
施
設
に
移
行
し
ま

す
。
利
用
申
請
の
受
け
付
け
を
行

う
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
６
）

３８７

 
〈
児
童
手
当
〉

　

６
月
期
分
＝
２
～
５
月
分

〈
児
童
育
成
手
当
〉

　

６
月
期
分
＝
２
～
５
月
分

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

振
込
日　

６
月　

日
（
金
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、

７
日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な

い
場
合　

▽
氏
名
、
住
所
、
口
座

を
変
更
し
た
場
合　

▽
施
設
に
入

所
し
た
場
合

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

感
謝
セ
ー
ル

ひ
が
し
保
育
園
が
小
規
模

保
育
施
設（
認
可
）に
移
行

各
種
手
当
の
支
給

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月　

日
（
水
）
午
前

１５

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
８
階

　

会
議
室

８０１対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ
。

 
と　

き　

７
月
２
日
（
土
）
午
前

　

時　

分
～
正
午

１０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
講

堂講　

師　

松
田
景
子
さ
ん
（
臨
床

発
達
心
理
士
）

対　

象　

０
～
３
歳
の
乳
幼
児
の

父
親

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）　

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４

０４２

３２１

１
＝
月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

父
親
講
座

あ
そ
び
を
知
る
と

子
ど
も
が
わ
か
る　
！？

 　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
方
々
の

前
年
の
所
得
状
況
と
平
成　

年
６

２８

月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど
を

確
認
し
、
受
給
資
格
の
有
無
を
審

査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
を
期
限
ま
で
に
提
出
し

な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
、
６
月
分
か
ら
の
各

種
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
５
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
し
た
。
６
月
６
日
ま

で
に
届
か
な
い
方
は
、
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
等
は
、
同
封
の
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
、
児
童
育
成
手

当
現
況
届
は
６
月　

日
３０

（
木
）
ま
で
に
提
出
を

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

家
の
周
り
の
再
点
検
を

危
険
な
が
け
崩
れ

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）
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　市では、市民の皆さんを対象に「男女平等に関する意
識調査」を実施しました。
　このたび、その報告書がまとまりましたので一部をご
紹介します。
調査目的　市民の男女共同参画に関する意識と生活実態
を把握し、（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定の

ための基礎資料とします。
調査期間　平成２７年９月２５日～１０月１３日
調査対象者　市内在住の１８歳以上の男女（無作為抽出２
千人）
調査方法　郵送による配布・回収
有効回収数　８７４件（回収率４３.７％）

閲覧場所等　情報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）、
図書館本館等でご覧いただけるほか、市ホームページで
も公開しています。
その他　下表のパーセンテージは、四捨五入しているた
め、合計値が１００％にならない場合があります。
問合先　企画政策課男女共同参画室（☎０４２−３８７−９８５３）

男女平等に関する市民意識調査報告男女平等に関する市民意識調査報告書書

■各分野の男女平等観について
◆「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」
を合計した「男性優遇」と「男女平等である」との回答を比較すると、「学校教育
の場」「自治会や地域サークルなどの地域活動の場」以外の面では、「男性優遇」
との回答が多くなっています。

0 20 40 60 80 100（％）

社会全体として

自治会や地域サークル
などの地域活動の場

社会通念・慣習
・しきたりなど

法律や制度の上

政治の場

学校教育の場

職場

家庭生活

男性優遇 女性優遇

n＝（874）

わ
か
ら
な
い

男
女
平
等
で
あ
る

無
回
答

男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

3.23.212.612.6
1.51.5

3.03.012.812.851.051.015.915.9

3.83.824.424.42.12.14.74.742.042.016.816.86.36.3

3.33.39.29.2
0.30.3

1.81.811.011.045.245.229.229.2

3.93.917.017.01.61.63.23.233.933.926.326.314.114.1

3.33.310.510.5
0.50.5

0.60.610.310.338.038.036.836.8

4.14.119.719.70.60.61.51.557.857.811.811.84.64.6

3.23.210.310.31.51.53.33.319.219.240.540.522.022.0

2.72.711.311.32.32.37.27.230.030.034.734.711.811.8

男女共同参画の推進について

介護について
■介護のための転職・離職の経験について
◆「ある」は女性の方が多く、「実際はしていないが考えたことはある」は男性の
方が多くなっています。

仕事と家庭・育児・介護・地域活動について
■男女の役割分担意識（「男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである」という
考え方）について
◆女性は「反対」の方が多く、男性は「賛成」と「反対」が横並びとなっています。

■仕事に携わる時間について
◆男性は「１０時間以上」が３７.３％と最も多くなっています。

■家事に携わる時間について
◆女性は３時間以上が平日４０.７％、休日４６.１％
　男性は１時間未満が平日７８.８％、休日６１.６％
　平日・休日とも、女性が多くの時間を割いていることがわかりました。

0 20 40 60 80 100（％）
男性（367）

女性（496）

全体（874）
n

実
際
は
し
て
い

な
い
が
考
え
た

こ
と
は
あ
る

今
の
所
な
い
が

考
え
る
と
思
う

今
の
所
そ
う
い

う
考
え
は
な
い

無
回
答

あ
る

4.44.460.860.819.919.913.413.4

8.98.944.444.428.828.89.59.58.58.5

7.37.351.051.024.924.911.111.15.65.6

1.61.6

0 20 40 60 80 100（％）
男性（367）

女性（496）

全体（874）
n

賛成 反対

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
反
対

賛
成

反
対

わ
か
ら
な
い

無
回
答

0.30.311.411.422.122.123.223.237.637.65.45.4

1.01.014.914.925.425.430.830.824.824.83.03.0

0.80.813.313.323.923.927.727.730.330.34.04.0

0 20 40 60 80 100（％）
男性（367）

女性（496）

全体（874）

３
時
間
未
満

10
時
間
以
上

３
時
間
以
上
〜

５
時
間
未
満

５
時
間
以
上
〜

８
時
間
未
満

８
時
間
以
上
〜

10
時
間
未
満

無
回
答

仕
事
は

し
て
い
な
い

n

1.11.137.337.319.619.68.78.74.14.14.94.924.324.3

3.43.49.99.917.717.715.715.79.59.56.36.337.537.5

2.52.521.621.618.318.312.812.87.17.15.65.632.032.0

0 20 40 60 80 100（％）
男性（367）

女性（496）

全体（874）

30
分
未
満

５
時
間
以
上

30
分
以
上
〜

１
時
間
未
満

１
時
間
以
上
〜

３
時
間
未
満

３
時
間
以
上
〜

５
時
間
未
満

無
回
答

ま
っ
た
く

関
わ
っ
て
い
な
いn

1.1
0.30.3
2.72.717.217.228.628.628.128.122.122.1

1.61.616.316.324.424.435.935.910.310.37.37.34.24.2

1.41.49.49.415.115.127.827.818.318.316.216.211.811.8

平日

0 20 40 60 80 100（％）100（％）
男性（367）

女性（496）

全体（874）

30
分
未
満

30 ５
時
間
以
上

30
分
以
上
〜

１
時
間
未
満

30 １
時
間
以
上
〜

３
時
間
未
満

３
時
間
以
上
〜

５
時
間
未
満

無
回
答

ま
っ
た
く

関
わ
っ
て
い
な
いnn

1.61.6
2.72.77.17.127.027.028.928.921.321.311.411.4

4.24.217.117.129.029.034.334.38.58.54.64.6
2.22.2

3.33.311.011.019.519.531.231.217.217.211.711.76.26.2

休日

■男女平等社会を実現するための施策要望について
◆男女とも「女性が働きやすい環境づくりの促進」と「子育て支援策の充実」が上
位２位の順位となりました。

0 20 40 60 80（％）

無回答

特にない

その他

男女平等都市宣言の普及と啓発

男女共同参画行動計画の普及と推進

まちづくりや防災分野などへの女性の参画促進

市職員の男女平等意識づくり

政策決定などへの女性の参画促進

男女平等への理解を深めるための大人の学習機会の促進

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の意識啓発

男性の生活・家事に対するスキルアップの支援

学校で平等意識を育てる教育の充実

女性の再就職のための職業相談・学習機会の充実

子育て支援策の充実

女性が働きやすい環境づくりの促進

全体（n＝874）
女性（n＝496）
男性（n＝367）

■市の男女共同参画施策・取り組みに関する認知度
◆市の男女共同参画施策・取り組みについて、いずれの項目も「知らない」が多く、
施策の周知度が低い実態がわかりました。

0 20 40 60 80 100（％）

小金井市４次男女共同参
画行動計画(平成25年策定)

小金井市男女平等
基本条例(平成15年施行)

男女平等都市宣言
(平成８年12月に宣言)

不平等や差別に対する
苦情・相談窓口

女性談話室(婦人会館内)

女性総合相談

男女共同参画講座(公民館)

情報誌「かたらい｣

こがねいパレット

認知

n＝（874） 無回答知っている 知らない聞いたことがある

3.73.784.184.110.310.31.91.9

3.33.378.978.913.613.64.14.1

4.04.069.069.019.019.08.08.0

3.93.969.869.821.621.64.74.7

3.33.382.582.510.910.93.33.3

3.83.881.981.911.811.82.52.5

3.33.373.173.117.717.75.85.8

3.43.487.187.17.17.12.42.4

2.72.775.275.216.616.65.55.5
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市
内
農
産
物
庭
先
販

市
内
農
産
物
庭
先
販
売売

市
内
農
産
物
庭
先
販

市
内
農
産
物
庭
先
販
売売

N

S
W E

貫井北町
3丁目

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

貫井北町
1丁目
貫井北町
1丁目
貫井北町
1丁目

貫井南町4丁目

貫井南町3丁目貫井南町3丁目貫井南町3丁目

貫井南町5丁目

貫井北町5丁目貫井北町5丁目貫井北町5丁目

貫井北町
2丁目

貫井北町4丁目

本町6丁目

本町5丁目

本町4丁目

武蔵小金井駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

前原町3丁目

中町4丁目

本町
1丁目

前原町2丁目

中町3丁目 中町2丁目

東町
5丁目 東町

1丁目

東町2丁目東町2丁目東町2丁目

東町3丁目東町3丁目東町3丁目

梶野町
1丁目
梶野町
1丁目
梶野町
1丁目

梶野町
2丁目

梶野町
5丁目

梶
野
通
り

梶
野
通
り

梶
野
通
り

東
大
通
り

東
大
通
り

東
大
通
り

梶野町
3丁目

関野町1丁目
関野町2丁目

梶野町4丁目梶野町4丁目梶野町4丁目緑町
2丁目

緑町
4丁目

緑町3丁目
五日市街道五日市街道五日市街道

都立小金井公園

本町
3丁目

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

桜町2丁目 桜町
1丁目

桜町3丁目

本町2丁目
緑町1丁目

緑町5丁目緑町5丁目緑町5丁目

東小金井駅

東町4丁目

新小金井駅

中町1丁目

連雀通り

前原町1丁目

前原町
5丁目 前原町

4丁目

貫井南町
2丁目
貫井南町
2丁目
貫井南町
2丁目

1 2

67

5

3
4

14

16

9

12

10

11

8

15

13

22

24 23

18

19
17

21 20
農産物庭先販売マップ

貫井南町1丁目貫井南町1丁目貫井南町1丁目

55
54

53
525150

49

48
47 46

45

44

43

4241

40

39

38

37

36
35

34
33

32

31

30

29

28

27

2625

　

農
産
物
庭
先
販
売
は
、
市
内
の

農
家
が
地
元
で
育
て
た
新
鮮
で
お

い
し
い
農
産
物
を
通
じ
て
、
地
域

農
業
へ
の
理
解
と
市
内
農
業
の
振

興
発
展
の
た
め
に
、
市
農
業
振
興

連
合
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
産
の
農
産
物
を
、
ぜ

ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

※　

時
期
に
よ
り
庭
先
販
売
を
行

っ
て
い
な
い
販
売
所
も
あ
り
ま

す
。

問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
８
２
）

０４２

３８７

販売場所農業者名番号地区
東　町１−４３−１８竹内政子虚

東　

部

　〃　１−４４−２８田中高平許

　〃　２−１０井上鋹明距

　〃　２−１２−５阪本吉五郎鋸

　〃　３−３−２島田安雄漁

　〃　３−１７島田フサ禦

　〃　３−１９−７高橋哲夫魚

梶野町１−５−６野口雪江亨

梶
野
町

　〃　１−５−３５千本木勘治享

　〃　１−５−３５千本木勘欽京

　〃　２−７高橋七郎供

　〃　２−１４土屋正子侠

　〃　３−２−２船田正僑

　〃　３−３保谷福寿兇

　〃　３−１１−１４土屋和子競

　〃　４−１３−３１宮崎茂共

関野町１−６−５荒畑清凶関野町 　〃　１−９−４島田重行協

販売場所農業者名番号地区
関野町１−９−２３大堀孝治郞匡

関
野
町

　〃　１−１０−１杉山悦子卿

　〃　１−１０−４大堀耕平叫

　〃　１−１１−６庭田雅一喬

　〃　２−３−１３高橋金一境

　〃　２−４−６高橋健三郎峡

緑　町１−４−２８鴨下公夫強

緑　

町

　〃　１−６−３９鴨下幸男彊

中　町２−２２鴨下正男怯

緑　町２−１１−１９鴨下輝秋恐

　〃　３−１−２７小山茂恭

　〃　４−１８−２０小山定男挟

　〃　５−９−１９大久保雅弘教

　〃　５−２０−９大久保哲郎橋

中　町１−５鴨下雅一況

中
山
谷

　〃　１−９−３０渡辺勇狂

　〃　２−１０−１４鴨下常次狭

　〃　２−１５−４０渡辺正明矯

　〃　２−１６−１０鈴木文隆胸

販売場所農業者名番号地区
前原町３−２６鈴木功脅

前原町
　〃　４−２２−１１鴨下重雄興

本　町４−１２−１５鴨下永孝蕎本　

町
　〃　５−２５−２４鴨下佳子郷

　〃　５−３８−６中川徳三郎鏡

桜　町１−４−１９鴨下隆次響桜　

町
関野町２−５横山喜代司饗

緑　町３−９横山義衛驚

貫井北町１−１０高杉賢一仰坂
上
南

　　〃　　１−２４水村敏行凝

　　〃　　５−１３−３１岸野兼久尭

　　〃　　３−３０本橋隆暁

坂
上
北

　　〃　　３−３２高橋俊章業

　　〃　　３−３９鈴木盛雄局

　　〃　　３−４０高橋博曲・極
貫井南町１−１８−１８鈴木喜幸玉貫

井
坂
下 　　〃　　２−１−５大澤利雄桐

※　農業者名は敬称略

　

調
査
結
果
は
、
２
地
点
で
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
※
）
が
、

１
地
点
で
鉛
が
環
境
基
準
値
を
超

え
て
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

の
地
点
で
は
、
環
境
基
準
値
を
超

え
る
調
査
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

※　

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
溶

剤
、
金
属
製
品
洗
浄
用
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
野
川
の
水
質
】

　

野
川
の
水
質
調
査
は
、
市
内
最

下
流
の
柳
橋
で
、
平
成　

年
６
月

２７

と　

月
に
環
境
基
準
値
が
定
め
ら

１１
れ
て
い
る
生
活
環
境
項
目
と
健
康

項
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
結
果
は
、
い
ず
れ
も
基
準

値
以
下
で
し
た
。

【 
湧 
水
の
水
質
と 

ゆ
う水

生
生
物
】

　

貫
井
神
社
、
滄
浪
泉
園
、
美
術

の
森
緑
地
の
３
地
点
で
平
成　

年
２７

６
月
と　

月
に
湧
水
の
水
質
と
水

１２

生
生
物
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
す
べ
て
の
項
目

で
環
境
基
準
値
以
下
で
し
た
が
、

硝
酸
性
窒
素
濃
度
が
や
や
高
い
傾

向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

水
生
生
物
の
調
査
結
果
は
、
各

地
点
で
ミ
ズ
ム
シ
、
シ
マ
イ
シ
ビ

ル
、
ミ
ミ
ズ
類
な
ど
の
汚
い
水
の

指
標
種
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
方
で
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
ム
ナ
グ
ロ

ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
な
ど
、
き
れ
い

な
水
の
指
標
種
も
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
良
好
な
水

質
が
保
た
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

 !

#

"

$

%%%

%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

　

調
査
結
果
の
詳
細
は
、
環
境
政

策
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４

階
）
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
同

６
階
）
、
図
書
館
本
館
、
議
会
図

書
室
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 　

五
日
市
街
道
、
小
金
井
街
道
、

連
雀
通
り
、
新
小
金
井
街
道
、
東

八
道
路
で
平
成　

年　

月
に
測
定

２７

１０

し
ま
し
た
。
（
表
１
）

【
騒　

音
】

　

昼
夜
の
各
時
間
帯
で
測
定
し
ま

し
た
。
夜
間
に
環
境
基
準
を
超
過

し
た
地
点
が
１
か
所
あ
り
ま
し
た

が
、
要
請
限
度
を
超
過
し
た
地
点

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
権
限
移
譲
に
伴
い
、
平

成　

年
度
よ
り
自
動
車
騒
音
常
時

２４
監
視
調
査
を
始
め
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
は
、
東
八
道
路
と
新
小

２７
金
井
街
道
の
一
部
で
面
的
評
価
を

行
い
ま
し
た
。

【
振　

動
】

　

昼
夜
の
各
時
間
帯
で
、
要
請
限

度
以
下
で
し
た
。

 　

市
内
の
大
気
汚
染
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、
浮
遊
粒
子
状
物
質

お
よ
び
二
酸
化
窒
素
濃
度
を
２
月

に
３
日
間
測
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調

査
も
夏
季
・
冬
季
に
実
施
し
ま
し

た
。

【
浮
遊
粒
子
状
物
質
】

　

２
か
所
で
３
日
間
測
定
し
、
い

ず
れ
も
環
境
基
準
値
以
下
で
し

道
路
交
通
騒
音
振
動

測
定
結
果

大
気
汚
染
状
況
測
定

結
果

た
。

　

３
日
間
平
均
値
は
、
武
蔵
小
金

井
駅
前
交
番
が
０
・
０
２
７
㎎
／

㎥
、
新
小
金
井
交
番
が
０
・
０
２

２
㎎
／
㎥
で
し
た
。

※　

環
境
基
準
値
は
１
時
間
値
の

１
日
平
均
値
が
０
・
１
㎎
／
㎥

以
下
で
す
。

【
住
宅
地
域
の 

二
酸
化
窒
素
濃
度
】

　

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ッ
ジ
に
よ
る　
３１

か
所
の
３
日
間
連
続
測
定
平
均
値

は
、
０
・
０
１
７　

で
、
す
べ
て

ppm

の
地
点
で
環
境
基
準
値
以
下
で
し

た
。

※　

環
境
基
準
値
は
１
時
間
値
の

１
日
平
均
値
０
・
０
６　

以
下

ppm

で
す
。

【
交
差
点
・
沿
道
地
域
の 

二
酸
化
窒
素
濃
度
】

　

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ッ
ジ
に
よ
る　
１９

か
所
の
３
日
間
連
続
測
定
平
均
値

は
０
・
０
２
３　

で
、
す
べ
て
の

ppm

地
点
で
環
境
基
準
値
以
下
で
し

た
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
】

　

平
成　

年
８
月　

日
～　

日
お

２７

２０

２１

よ
び
平
成　

年
２
月
４
日
～
５
日

２８

に
各　

時
間
測
定
を
実
施
し
ま
し

２４

た
。

　

そ
の
結
果
、
夏
季
・
冬
季
と
も

環
境
基
準
値
以
下
で
し
た
。
（
表

２
）
 【

井
戸
水
調
査
】

　

有
機
塩
素
系
化
合
物
３
項
目
と

鉛
の
調
査
を
井
戸
水　

地
点
で
年

１４

４
回
行
い
ま
し
た
。

水
質
の
調
査
結
果

表１　道路交通騒音・振動測定結果
振動（dB）騒音（dB）

測定結果要請限度測定結果要請限度環境基準
夜間昼間夜間昼間夜間昼間夜間昼間夜間昼間
４６５１

６０６５

６６６９

７０７５６５７０

五日市街道
４５５０６３６６小金井街道
４４４８６５６７連雀通り
４０４２６５６７新小金井街道
４１４７５８６３東八道路

※　環境基準：人の健康の保護に資するうえで維持されることが望ましい値
※　要請限度：道路管理者に対し、舗装や修繕の措置を要請する値

表２　ダイオキシン類調査結果（環境基準値：0.6pg−TEQ／㎥）
平成２８年２月４日〜５日平成２７年８月２０日〜２１日調査地点
０.０１９pg−TEQ／㎥０.０１４pg−TEQ／㎥東センター
０.０１５pg−TEQ／㎥０.０１８pg−TEQ／㎥保健センター
０.０１７pg−TEQ／㎥０.０１６pg−TEQ／㎥平均値

０.０１７pg−TEQ／㎥平成２７年度平均値
※　pg（ピコグラム）＝１兆分の１グラム
※　TEQ（ティーイーキュー）＝毒性等量（Toxic Equivalents）の略で、ダイオキシン類
の量を、最も毒性の強い２，３，７，８−四塩化ジベンゾ−パラ−ジオキシンの毒性に
換算した値

平平
成成

年年
度度
環環
境境
調調
査査
結結
果果

２２７７

平
成

年
度
環
境
調
査
結

平
成　

年
度
環
境
調
査
結
果果

２７２７
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歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護

６５
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
健

康
づ
く
り
や
も
の
忘
れ
予
防
に
役

立
つ
情
報
の
ご
案
内
や
相
談
を
行

い
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
後

１６

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
地
域　

東
町
、
中
町
、
本
町

１
丁
目

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８６

５
１
４
）
へ
。

 　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
食

費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
軽
減

措
置
を
受
け
ら
れ
る
「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に
交
付

し
て
い
ま
す
。
負
担
限
度
額
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
７
月　

日
（
日
）
で
有
効
期
間

３１

が
終
了
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

６
月
中
旬
に
、
更
新
に
必
要
な
書

類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
７
月
１

日
（
金
）
ま
で
に
介
護
福
祉
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
場
合
は
、

認
定
証
の
申
請
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成　

年
８
月
か
ら
、
認
定
証

２７

の
交
付
要
件
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ

て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
申
請
手
続
き
は
不

要
で
す
。

介
護
予
防
相
談
会

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
更
新
を

▽　

世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者

が
住
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合

▽　

預
貯
金
等
が
一
定
額
（
単
身

１
千
万
円
、
夫
婦
２
千
万
円
）

を
超
え
る
場
合

 
問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
２
）

３８７

 　

住
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
を
対

象
に
、
申
請
に
よ
り
、
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
る
認
定
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
「
訪
問
介
護
等
利
用
者
負
担
助

成
認
定
証
」
で
は
、
介
護
予
防
訪

問
介
護
、
訪
問
介
護
、
夜
間
対
応

型
訪
問
介
護
を
利
用
す
る
際
に
、

利
用
者
負
担
を　

％
か
ら
６
％
に

１０

負担限度額
負担限度額（日額）対　象　者利用者

負担段階 食 費居住費（※１）

３００円　０円住民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、生活
保護受給者第１段階

３９０円３７０円住民税世帯非課税で、合計所得金額と年金収入
額（※２）の合計額が８０万円以下の方第２段階

６５０円３７０円住民税世帯非課税で、第２段階に該当しない方第３段階
※１　負担限度額の居住費は多床室の場合です。
※２　年金収入額には遺族年金、障害年金等の非課税年金も含みます。

介
護
保
険
軽
減
認
定
証
の

更
新
手
続
は
お
済
み
で
す
か

軽
減
し
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
６
月　

日
（
木
）
で
有
効
期

３０

間
が
終
了
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
申
請
書
類
を

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
６
月　

日
１０

（
金
）
ま
で
に
、
介
護
福
祉
課
で

更
新
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
届
か
な
い
方
は
、
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
住
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
が
、

介
護
予
防
訪
問
介
護
、
訪
問
介

護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
利

用
す
る
場
合
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
２
）

３８７

 　

軽
度
認
知
障
害
を
理
解
し
、
頭

と
体
の
体
操
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
日
）
午
前

２６

　

時
～　

時　

分

１０

１１

１５

と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

つ
き
み
の
園
（
中
町
２
儿　

儿
１５

　

）
２５対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
つ
き
み
の
園
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８６

５
１
３
）
へ
。

 　

軽
い
腰
痛
を
お
持
ち
の
方
や
予

防
改
善
の
体
操
を
勉
強
し
た
い
方

向
け
の
体
操
で
す
。

と　

き　

７
月
６
日
～　

日
の
毎

２７

週
水
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
（
全

４
回
）

と
こ
ろ　

中
町
桜
並
集
会
所

講　

師　

鈴
木
茂
子
さ
ん
（
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
講
師
）

対　

象　

市
内
在
住
の
、
お
お
む

ね　

歳
以
上
の
方

６０ 家
族
介
護
教
室

軽
度
認
知
障
害
（
ｍ
ｃ
ｉ
）

の
頭
と
体
の
体
操

高
齢
者
い
き
い
き

活
動
講
座
腰
痛
予
防
体
操

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２５

企
画
運
営　

高
齢
者
い
き
い
き
活

動
推
進
員

申　

込　

６
月　

日
（
必
着
）
ま

１０

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
「
腰
痛
予
防
体
操
係
」
（
〒　
１８４

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

☎

１５

１４

　

儿　

儿
０
２
９
４
）
へ
。

０４２

３８６

  　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
に
役
立
つ
、
計
画
相
談
支

援
事
業
の
説
明
や
、
個
別
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
水
）
午
前

１５

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階

対　

象　

市
内
在
住
の
障
が
い
の

あ
る
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
方

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

障
害
者
地
域
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８１

８
１
１
）

 　

市
で
は
、
救
急
時
や
災
害
時
に

活
用
で
き
る
「
救
急
医
療
災
害
支

援
情
報
キ
ッ
ト
」
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

　

同
キ
ッ
ト
は
、
救
急
時
や
災
害

時
に
備
え
て
、
か
か
り
つ
け
医
、

持
病
、
服
薬
状
況
、
緊
急
連
絡
先
、

障
が
い
の
程
度
、
支
援
上
の
留
意

点
な
ど
を
記
入
し
た
情
報
シ
ー
ト

や
保
険
証
の
写
し
な
ど
を
入
れ
て

保
管
し
て
お
く
容
器
で
す
。

　

迅
速
な
救
急
、
救
命
活
動
を
行

う
た
め
の
重
要
な
手
助
け
に
な
る

計
画
相
談
支
援
の
相
談
会

救
急
医
療
災
害
支
援
情
報

キ
ッ
ト
の
ご
活
用
を

と
と
も
に
、
災
害
時
に
適
切
な
支

援
を
得
る
た
め
の
情
報
伝
達
用
具

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
在
宅
の
方
お
よ
び
そ
れ
に
準

ず
る
方　

▽　

歳
以
上
の
ひ
と
り

７５

暮
ら
し
の
方
お
よ
び　

歳
以
上
の

７５

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
等
で
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
う
高

齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

登
録
し
て
い
る
方　

▽
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
の
方　

▽
愛
の

手
帳
１
・
２
度
の
方　

▽
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方　

▽
難
病
者
福
祉
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方

申
請
方
法　

直
接
、
地
域
福
祉
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
。
午
前

８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３０

５
時
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
町
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
精
神
障

害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
そ

ら
へ
。

※　

代
理
の
方
の
申
請
も
可
能
で

す
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

原
子
爆
弾
被
爆
者
で
被
爆
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
申
請
書
を
６

月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

支
給
要
件　

平
成　

年
６
月
１
日

２８

原
子
爆
弾
被
爆
者

見
舞
金
を
支
給

現
在
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

支
給
額　

１
万
２
千
円

支
給
方
法　

７
月
中
旬
に
、
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　

６
月　

日
２３

（
木
）
～　

日
（
木
）
の
午
前
８

３０

時　

分
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日

３０
曜
日
を
除
く
）

必
要
書
類
等　

申
請
書
、
被
爆
者

手
帳
、
印
鑑
、
銀
行
等
口
座
番
号

の
分
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
、
振
込
用
口
座
が
必
要
と
な
り

ま
す
）

そ
の
他　

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
記
入
漏
れ
、
押
印
漏
れ
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
先　

健
康
課
健
康
係

（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井
北
町
５

１８４

儿　

儿　

☎　

儿　

儿
１
２
４

１８

１８

０４２

３２１

０
）

 　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
市
内
に
避
難
し

て
い
る
中
学
生
以
下
の
児
童
に
対

し
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

要
件
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
５
）

０４２

３８６

 　

福
祉
関
連
施
設
等
で
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。

と　

き

▽　

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
＝
６
月　
１２

日
（
日
）
午
後
１
時　

分
～
３

３０

時
、　

日
（
金
）
午
後
６
時　

１７

３０

分
～
８
時
、
市
民
会
館
・
萌
え

木
ホ
ー
ル
で
。

▽　

体
験
期
間
＝
７
月　

日
１６

（
土
）
～
８
月　

日
（
水
）

３１

▽　

交
流
会
＝
９
月
３
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時
、
前
原
暫
定

集
会
施
設
で
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

東
日
本
大
震
災
被
災
児
に

見
舞
金
を
支
給

２
０
１
６

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

学
の
小
学
校
４
年
生
以
上
の
方

で
、
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
で

き
、
体
験
期
間
中
原
則
３
日
間
以

上
活
動
で
き
る
方

参
加
費　
　

円
（
保
険
代
・
資
料

５００

代
等
）

そ
の
他　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
説
明
し

ま
す
。

問
合
先　

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
０
１
１
）

３８７

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
３
月
分　
　
　
　

【
一
般
寄
附
】

▽
４
万
２
千　

円
＝
生
生
会　

▽

７１１

３
万
円
＝
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連

盟　

▽
１
万
７
千　

円
＝
多
摩
奉

２９８

仕
会　

▽
５
千
円
＝
多
摩
友
の
会

▽
匿
名
２
件
＝
６
千　

円
４０

善善
意意
のの

輪輪

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽
２
万
１
千　

円
＝
中
央
大
学
附

１４９

属
中
学
校　

▽
４
千　

円
＝
み
ど

９９４

り
会　

▽
４
千　

円
＝
緑
町
第
一

４１８

町
会　

▽
４
千　

円
＝
弁
天
通
り

８３

自
治
会　

▽
千　

円
＝
本
町
三
丁

５２３

目
町
会　

▽　

円
＝
市
ゲ
ー
ト
ボ

４２３

ー
ル
協
会

◆
障
が
い
者
の
た
め
に

▽
２
万
５
千
円
＝
八
重
垣
稲
荷
つ

ば
き
会

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の

た
め
に

▽
１
万
円
＝
匿
名

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

 
と
き
・
費
用
等　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
中
町
会
議
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
内
）

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

班定　

員　

各
５
人
（
申
込
順
）

そ
の
他　

▽
希
望
者
が
２
人
以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
▽
希
望

パ
ソ
コ
ン
教
室

シシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルル
ババババババババババ
ーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーー

者
が
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

６
月
１
日
～
開
催
日
の

４
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

６
１
４
１ 
　

儿　

儿
６
２
４

０４２

３８５

１
）
へ
。

FAX

費用
（教材費含む）講習時間日　程講習名

６,２００円９：００〜
１２：００

６／１７（金）、
２４（金）

Ｗｏｒｄを
学ぼう

７／８（金）、
１５（金）

Ｅｘｃｅｌを
学ぼう

１,０３０円
／時間
（教材費
は別途実
費）

相談して決定します。

個人教室

訪問レッ
スン

月４,２００
円

１３：００〜
１６：００

毎月第２、４
週の２回（火
曜・木曜・土
曜日のいずれ
か）

ＣｏＣｏサ
ロン（パ
ソコン趣
味 の 講
座）

無　料１３：００〜
１５：００

毎週月曜日
（祝日を除く）相談室

※　パソコンはWindows７、Office2010を使用
しますが、詳細はご相談ください。



28・6・19

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１１

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

　

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
役
割
や
課
題
を
ル
ー
テ
ル

学
院
大
学
の
先
生
が
分
か
り
や
す

く
教
え
ま
す
。

と　

き　

７
月
７
日
、　

日
、　
１４

２８

日
、
８
月
４
日
、　

月　

日
、　

１０

１３

２７

日
、
平
成　

年
１
月　

日
、
い
ず

２９

１９

れ
も
木
曜
日
午
後
１
時　

分
～
４

１０

時　

分
（
全
７
回
）

２０
※　

こ
の
ほ
か
、
８
月
・
９
月
、

　

月
～
平
成　

年
１
月
に
グ
ル

１１

２９

ー
プ
学
習
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

（
三
鷹
市
大
沢
３
儿　

儿　

）

１０

２０

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

６
月
１
日
～　

日
に
、

１５

電
話
で
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
０
０
１
１
）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
同
大
学
、
三

鷹
市
・
武
蔵
野
市
・
小
金
井
市

お
よ
び
３
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
働
事
業
で
す
。

 　

受
験
・
申
込
方
法
等
、
詳
し
く

は
受
験
要
項
で
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。

配
布
・
申
込
期
間　

６
月
１
日

（
水
）
～　

日
（
木
）

３０

配
布
場
所　

介
護
福
祉
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
２
階
）

試
験
日　
　

月
２
日
（
日
）

１０

問
合
先　

（
公
財
）
東
京
都
福
祉

保
健
財
団
（
☎　

儿
３
３
４
４
儿

０３

８
５
１
２
）
、
市
介
護
福
祉
課
包

括
支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

５
） 東

京
都
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

実
務
研
修
受
講
試
験
受
験

要
項
を
配
布

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  
と　

き　

７
月
６
日
（
水
）
午
後

３
時
か
ら
、
３
時　

分
か
ら

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
科
健
診
（
幼
児
の

み
）
、
歯
磨
き
練
習
、
食
育
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

対　

象　

平
成　

年
４
月
２
日
～

２３

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と

２４保
護
者

定　

員　

各
回　

組
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

７
月　

日
（
月
）
午
後

１１

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 　

親
子
一
緒
に
、
簡
単
ラ
ン
チ
と

デ
ザ
ー
ト
を
作
り
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）
、　

１６

２３

日
（
土
）
午
前
９
時　

分
～
午
後

３０

５
歳
児
親
子
歯
科
教
室

生
え
た
て
永
久
歯
応
援
健
診

妊
婦
歯
科
健
診

親
子
健
康
教
室

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
と

ふ
れ
あ
い
体
操

０
時　

分
（
全
２
回
）

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
生
と
父
親

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 　

ご
家
族
の
み
の
相
談
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

相
談
名　

▽
精
神
保
健
医
療
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）
▽
思
春
期
相

談　

▽
老
人
精
神
保
健
相
談
（
認

知
症
等
）
▽
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

問
合
先　

多
摩
府
中
保
健
所
（
☎

　

儿　

儿
２
３
３
４
）

０４２

３６２
多
摩
府
中
保
健
所

各
種
相
談
の
ご
案
内

地域福祉ファ
シリテーター
養成講座

　

食
は
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か

せ
な
い
元
気
の
源
で
あ
り
、
健
康

な
体
と
心
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
食
を

通
じ
た
団
ら
ん
の
充
実
、
地
産
地

消
の
推
進
、
食
の
安
全
確
保
な
ど

日
ご
ろ
の
食
生
活
を
見
直
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　

６
月　

日
（
水
）
午
後

２２

１
時　

分
～
２
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

市
医
師
会
館
３
階

講　

師　

神
保
真
理
子
さ
ん　

（
市
医
師
会
会
員
）

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　

７
月
７
日
～　

日
の
毎

２８

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ

２５

１２

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年
６
月
生

２７

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

健
康
講
演
会

学
校
か
ら
市
民
へ
広
が
る

健
康
儿
運
動
器
健
診
と
ス

ポ
ー
ツ

む
し
歯
予
防
教
室

６
月
は
食
育
月

６
月
は
食
育
月
間間

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　４０歳以上の方を対象にＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス検診を
実施します。
　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスに感染しても、症状を自覚で
きないことが多くあります。これらの肝炎ウイルスに感
染したことにより、肝硬変や肝がんへと進行していく可
能性があるため、検診を受けることをお勧めします。
と　き　６月１日（水）〜平成２９年３月３１日（金）

ところ　市内契約医療機関（下表）
対　象　▷昭和５１年４月１日〜５２年３月３１日に生まれた
方　▷４１歳以上で、今まで肝炎ウイルス検診を受診した
ことがない方　▷４１歳以上で、平成２８年度の健康診査等
で肝機能異常を指摘された方
実施方法　採血による検査
費　用　無料
申込方法　契約医療機関へ直接お問い合わせください。
問合先　健康課

電話番号医療機関名町　名
０４２２−３１−１２３１武蔵野中央病院

東 町

０４２２−３１−１２２０菊地脳神経外科・整形外科
０４２−３８４−０８４７松本内科医院
０４２−３８０−５５１０さいとう医院
０４２−３８１−３１２２篠田医院
０４２−３８２−１７１５うちやまクリニック
０４２−３８２−３８８８東小金井さくらクリニック
０４２−３８０−９０８０新こがねい呼吸器内科
０４２２−５６−８６３０東小金井クリニック

梶 野 町
０４２−３８３−２０７８久滋医院
０４２２−５３−５６６６くろだ内科医院
０４２−３８５−２２７２大見医院
０４２−４０１−２３５３ひがこ北口内科クリニック
０４２−４０１−１８６０かわべ内科クリニック

緑 町 ０４２−３８４−５４２１待山医院
０４２−３８１−１４６２山﨑内科医院
０４２−３８６−３３８６石川クリニック

中 町 ０４２−３８１−２２１９宮本内科医院
０４２−３８１−８４３３小沢医院
０４２−３８１−１７０２前原診療所

前 原 町 ０４２−３８１−０９８７野村医院
０４２−３８４−３７７７クリニック西のくぼ

電話番号医療機関名町　名
０４２−３８１−１１１２和田クリニック

本 町

０４２−３８３−５５１１小金井太陽病院
０４２−３８１−２０８０佐藤クリニック
０４２−３８２−９１１１むさし小金井診療所
０４２−３８１−２６０６浅沼整形外科
０４２−３８３−２２３２丸茂医院
０４２−３８１−３３４６小松外科胃腸科
０４２−３８５−７１０１友利内科クリニック
０４２−３８４−１２１２清水医院
０４２−３８４−３４６１竹馬ビルクリニック
０４２−３８４−００８０武蔵小金井クリニック
０４２−３８４−３８８１加藤内科
０４２−４０１−６１５７ひらた循環器クリニック
０４２−３８３−５１１１共立診療所
０４２−３８６−３７３７小金井つるかめクリニック
０４２−３８７−１６０３はぎクリニック
０４２−３８３−７１４９小金井あおばクリニック
０４２−３８３−４１１１桜町病院桜 町 ０４２−３８２−５１０１小金井橋さくらクリニック
０４２−３８６−７２８８くろだ内科クリニック貫井北町
０４２−３８１−６７６８若松医院貫井南町 ０４２−３８１−６６２７竹田内科クリニック

肝炎ウイルス検診

子
ど
も
の
入
浴

　

汗
を
か
く
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん

は
汗
を
か
き
や
す
い
の
で
、
入

浴
以
外
に
汗
を
洗
い
流
す
よ
う

に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

お
む
つ
、
パ
ン
ツ
の
中
は
蒸

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
お 
風  
呂 

ふ 

ろ

以
外
で
も
汗
を
洗
い
流
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
オ
ム
ツ
替
え
の
と

き
に
、
「
お
し
り
ふ
き
」
を
使

用
す
る
こ
と
は
、
こ
す
る
こ
と

も
刺
激
に
な
り
、
ま
た 
拭 
き
残

ふ

し
も
あ
る
の
で
、
特
に
肌
荒
れ

が
あ
る
と
き
は
、
シ
ャ
ワ
ー
な

ど
で
洗
い
流
す
と
良
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
食
後
の
口
の
周
り

の
汚
れ
や
手
の
汚
れ
も
同
様

で
、
拭
く
こ
と
で
は
拭
き
残
し

が
あ
り
、
洗
い
流
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

洗
う
と
き
は
、
入
浴
時
は
、

ガ
ー
ゼ
や
タ
オ
ル
、
ス
ポ
ン
ジ

な
ど
は
使
わ
ず
、
よ
く 
石  
鹸 
を

せ
っ 
け
ん

泡
立
て
、
手
で
洗
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
お
風
呂
以
外
の
と
き

は
、
先 
程 
述
べ
た
よ
う
に
、
冷

ほ
ど

た
く
な
い
程
度
の
水
で
洗
い
流

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

入
浴
す
る
と
血
流
が
良
く
な

る
の
で
、
肌
が
荒
れ
て
い
る
と

赤
み
が
増
し
ま
す
が
、
入
浴
す

る
こ
と
だ
け
で
は
症
状
が
悪
化

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
入
浴
を
や
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
浴
槽
に

長
く
つ
か
る
と
、
か
ゆ
み
が
強

く
な
り
、
か
き
壊
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

入
浴
後
、
真
夏
で
も
肌
が
乾

燥
す
る
人
は
、
保
湿
剤
を
塗
っ

た
方
が
良
い
で
す
が
、
あ
せ
も

に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
保

湿
剤
は
注
意
し
て
使
い
ま
し
ょ

う
。

　

個
々
人
で
、
皮
膚
の
状
態
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
皮
膚
科
や

小
児
科
の
か
か
り
つ
け
の
先
生

と
よ
く
相
談
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
子
さ
ん
に
あ
っ
た
入
浴
の

 
仕  
方 
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

し 

か
た

　

小
金
井
市
医
師
会鈴

木　

啓
文

 　

女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
診
・
触
診
の

併
用
検
査
で
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
木
）
～　

２５

３０

日
（
火
）午
前
９
時
～　

時　

分
、

１１

３０

午
後
１
時
～
３
時　

分
（　

日
を

３０

２８

除
く
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２９

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２７

年
４
月
以
降
に
市
の
乳
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
い
な
い
方
。
な
お
、

乳
が
ん
検
診

次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
、

手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ
に
立

つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心
臓
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２５０

費　

用　

２
千
円
（
受
診
時
納

入
）

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
検
診
時
間
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
希
望
が
集
中
し

た
場
合
、
別
の
検
診
日
を
ご
案
内

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申　

込　

６
月　

日
（
必
着
）
ま

１３

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
保
健
セ
ン
タ
ー
乳
が
ん
検
診
希

望
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

受
診
希
望
日
（
３
つ
ま
で
。
午

前
・
午
後
の
希
望
）
を
明
記
し
、

健
康
課
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井

１８４

北
町
５
儿　

儿　

）
へ
。

１８

１８
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■不法電波はいけません　総務省では６
月１日～１０日を「電波利用環境保護周知
啓発強化期間」として、電波を正しく利
用していただくための周知・啓発活動お
よび不法無線局の取り締まりを強化して
います。／不法無線局による混信・妨害
（☎０３－６２３８－１９３９）、テレビ・ラジオ
の受信障害（☎０３－６２３８－１９４５）、地上
デジタルテレビ放送の受信相談（☎０３－
６２３８－１９４４）
■危険物安全週間　６月５日（日）～１１
日（土）は危険物安全週間です。みなさ
んの身の回りにある危険物を含む商品の
安全な使用・保管をお願いします。職場
や家庭内においては、危険物を含む製品
の使用上の注意事項をよく読むなど、身
の回りにある危険物の正しい使用方法を
十分に理解し、危険物に関する事故を防
止しましょう。／小金井消防署危険物係
　（☎０４２－３８４－０１１９）
■後期高齢者医療制度の被保険者の方へ
－ジェネリック医薬品差額通知を送付　
現在処方されている薬をジェネリック医
薬品へ切り替えた場合、自己負担額がど
れくらい軽減できるかがわかる通知を、
対象となる方に６月下旬または１２月中旬
にお送りします。／ジェネリック医薬品
通知サポートデスク（☎０１２０－９６３－３２２

＝６月下旬～７月３１日、１２月中旬～１月
３１日）
■東京学芸大学公開講座・留学生と学ぶ
「６０分で外国語」－イスラーム圏のこ
とば　７月２日（土）午後２時～５時／同
大学Ｎ３１３教室／３つのイスラーム圏の
ことばについて。「知識編」と「実践編」
でその特徴を学ぶ／斉藤純男さん（同大
学教授）／２０人／２,０００円／６月１１日まで
に、ホームページ（http://www.u-gaku 
gei.ac.jp/seminar/）を参照のうえ、同
大学（☎０４２－３２９－７１１９）へ。
■第８期野川流域連絡会委員募集　応募
資格＝野川流域に在住・在勤（在学）の
個人、市民団体の方／７月６日までに、
応募の動機や野川への意見等を８００字程
度にまとめ、住所・氏名・電話番号を記
入し、郵送または直接、都北多摩南部建
設事務所工事第２課野川流域連絡会事務
局（〒１８３－０００６府中市緑町１－２７－１
☎０４２－３３０－１８４５）へ。
■子育て応援とうきょうパスポート事業
協賛店の募集　都では、１０月から、中学
生以下の子どものいる家庭、妊婦の方に
対して、さまざまなサービスを提供する
仕組みを実施する予定です。申込方法等
詳細は、ホームページ（http://www.fu 
kushihoken.metro.tokyo.jp/kodomo/

kosodate/passport/passport01.html） 
で。／都福祉保健局少子社会対策部計画
課（☎０３－５３２０－４１１５）

 

●キレイと元気づくり講座　６月３日、
１７日、２４日いずれも金曜日午前１０時～１１
時３０分／小金井　宮地楽器ホール練習室
／立ち方・歩き方・筋トレ・リズム体
操・ストレッチ等／森本恵子さん（健康
運動指導士）／中高年の方／１０人（申込
順）／３,０００円（全３回）／体験参加歓迎
／６月１日から、電話で小金井熟年会・
大野（☎０９０－６７１３－０６１７）へ。
●ユニセフ・バザー　６月５日（日）午
前１０時～午後２時／前原暫定集会施設／
衣類・日用雑貨・瀬戸物・食料品等の販
売、ユニセフＰＲ／小金井・国分寺ユニ
セフ一食運動をすすめる会・松長（☎
０９０－４１６７－９６４８）
●第３９回住宅デー　６月５日（日）午
前１０時～午後３時／山梨中央銀行小金井
支店（本町５－３３－８）、西武多摩川線
新小金井駅前、神明宮（前原町３－１５－
１８）、公民館貫井南分館／バリアフリ
ー・耐震診断等の住宅相談、こども工作、
包丁研ぎ、まな板削り／無料／当日直接
各会場へ。／東京土建小金井国分寺支部
（☎０４２－３２４－５９４０）
●小金井雑学大学　①武蔵野の開発＝６
月５日（日）、大石学さん（東京学芸大
学教授）②日本を取り巻く現在の安全保
障問題＝６月１９日（日）、高橋敏哉さん
（松蔭大学准教授）／いずれも午後２時
～４時／市民会館・萌え木ホールＡ会議
室／１００円（資料代）／当日直接会場へ。
／田中（☎０８０－５６４５－１４７７）
●６０歳からのピアノ入門　６月７日
（火）午後１時～２時／小金井　宮地楽
器ホール練習室１／歌、指の使い方、リ
ズムなど音楽の基礎を学んで好きな曲に
チャレンジ／森田有紀子さん（ピアノ指
導員）／６０歳以上のピアノ初心者／７人
（申込順）／１,０００円／筆記用具／６月１
日から、電話で（一社）はじめてピアノ
の会・直井（☎０４２－３１６－４２５０）へ。
●ゆさぶられ症候群予防教育ファシリテ
ーター養成講座　６月１１日（土）午後１
時～５時／上之原会館／久保恭子さん、
宍戸路佳さん（いずれも看護学教授）／
母子に関わる専門職の方／２０人（申込
順）／４,０００円（資料代）／６月１日から、
電話またはＥメールで、氏名・所属・連
絡先をＮＰＯ法人ファミリーステーショ
ン・ＳＡＣＨＩ（☎０４２－３１６－７８６１死kyok 
o.kubo@family-health.jp）へ。
●キンヒバリとホタルの観賞　６月１１日
（土）午後６時～８時／金蔵院前（中町
４丁目）集合／鳴く虫キンヒバリとはけ
の小路のホタル観賞／無料／当日直接集
合場所へ。／野川ほたる村・上原（☎
０４２－３８２－６４２０）
●行政書士による相続・遺言等暮らしの
手続の無料相談会　６月１８日（土）午後
１時３０分～４時３０分／市民会館・萌え木
ホール／当日直接会場へ。／東京都行政
書士会多摩中央支部・片岡（☎０４２－３０６
－９４５０）
●さくら連－阿波おどり体験教室　６月
１９日（日）午後２時～３時／本町小学校
多目的室／３歳以上の子どもと保護者／
無料／室内履き、動きやすい服装で／当
日までに電話、ファクスまたは小金井さ
くら連ホームページの申し込みフォーム
（http://sakura.daa.jp/）で。／同連・

三井（☎ ＝０４２－３８６－３９４１）へ。
●松元ヒロソロライブ（コメディアン）
６月１９日（日）午後２時開演／小金井　
宮地楽器ホール大ホール／中学生以上の
方／３５０人／一般前売１,８００円、学生１,２００
円、ペア券３,０００円、当日２,３００円／チケ
ットは同ホールチケットデスクで。／保
育あり（要事前申込）／松元ヒロｉｎ小金
井実行委員会・佐藤（☎０４２－３８７－１６６２
＝午前１０時～午後５時）
●ジャズコンサート　６月２０日（月）午
後３時３０分、午後７時３０分／小金井　宮
地楽器ホール小ホール／デキシー、ビバ
ップなどの名曲の数々を演奏／演奏＝牧
原正洋（トランペット）、渡辺拓実（ベ
ース）、佐合庸太郎（ピアノ）、ドク・
ヨーコ（ドラムス）／２,９９９円／チケット
は同ホールチケットデスクまたは嶋田眼
科で。／嶋田眼科（☎０４２－３８５－１１５６＝
月曜・水曜・金曜日の午前中）
●園芸療法ミニ講座　６月２４日（金）午
後１時３０分～２時３０分／公民館本館学習
室Ａ／高齢者施設で行われている園芸プ
ログラムを実際に試みて、園芸療法とし
ての進め方を具体的に説明します。／松
本美雪さん（園芸療法士１級）／１０人
（申込順）／１,０００円／エプロン／６月１
日から、電話で日本園芸療法普及協会・
松本（☎０９０－１６４１－９３７３）へ。
●多摩パブリック法律事務所「不安を安
心に」創立８周年記念無料法律相談会　
６月２５日（土）午前１０時～午後４時／多摩
パブリック法律事務所（立川市曙町２－
９－１）／相続、離婚、事業者向け法務、
労働問題、刑事事件、債務整理等／４８人
（申込順）／６月６日から、電話で同法律
事務所（☎０４２－５４８－２４５０＝土曜・日曜
日を除く午前９時３０分～午後７時）へ。
 

●少林柔術拳法護身術教室　６月４日～
２５日の毎週土曜日午後７時～８時１５分
（全４回）／本町小学校体育館／市内在
住・在勤・在学の方／３０人（申込順）／
無料／運動のできる服装で／６月１日か
ら、電話で市少林寺拳法連盟・宮田（☎
０８０－５０１３－６７２３）へ。
●健康スポーツ吹矢　７月１日～９月３０
日の金曜日午前１０時～１１時３０分／総合体
育館／矢を吹く強い呼吸が腹筋や集中力
を養います／１０人（多数抽選）／３,０００円
（月額）／６月２１日（必着）までに、往
復はがきまたはファクスに住所・氏名・
年齢・電話番号を明記し、黄金井倶楽部
「 係」（〒１８４－０００５桜町２－２－３１☎
０４２－４０６－２２８０ ０４２－４０６－２２９０）へ。
●第１００回記念バドミントン大会　一
般＝７月３日（日）、中・高校生＝７月
２２日（金）、いずれも午前９時１５分から
／総合体育館／１種目１,５００円（中学生
５００円、高校生１,０００円）／１人２種目ま
で／６月１５日（必着）までに、所定の用
紙（総合体育館で配布）に必要事項を明
記し、ファクスで体育協会「バド係」（ 
０４２－３８４－４００３）へ。／市バドミントン
連盟・佐々木（☎０９０－４０２４－１７５９）
●小学生陸上教室　７月５日～９月１３日
の火曜日午後４時１５分～５時３０分（８月
９日、１６日を除く）／上水公園運動施設
グラウンド／伊藤友広さん（元・五輪選
手）／小学生／５０人（多数抽選）／９,０００円
（９回分）／６月１４日（必着）までに、往復

FAX

碓吹

FAX

FAX

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

はがきに住所・氏名（ふりがな）・性別・
電話番号・学校名・学年・保護者氏名を明
記し、黄金井倶楽部「 係」（〒１８４－０００５
桜町２－２－３１☎０４２－４０６－２２８０）へ。
●水泳指導員養成教室　７月１６日（土）午
前９時～１１時／市総合体育館プール／高
野明美さん（水泳教師）／ジュニア指導に

碓陸

関心がある４泳法５０ｍ以上の泳力のある
経験者／２０人（多数抽選）／無料／６月２０
日（必着）までに、往復はがきに住所・
氏名・年齢・電話番号を明記し、体育協
会「水泳指導員養成係」（〒１８４－０００１関
野町１－１３－１総合体育館内）へ。／市
水泳協会・宮崎（☎０４２－３８３－９９６５）

 

◆花比良会・日本舞踊　原則第１・２・
４月曜日午前９時～午後１時、桜町上水
会館で。初心者老若男女問わず歓迎。新
舞踊も。連絡は藤間（☎０４２－３０１－８９１０）
へ。
◆小金井市少年少女合唱団　原則毎週日
曜日午後１時～４時、第一小学校で。小
学校１年生～高校生世代。発声法を学び
日本語や外国語の曲を歌います。連絡は
同合唱団（☎０９０－９３４５－１１９４）へ。
◆小学生のバスケットボールクラブ　原

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

則水曜・木曜日午後４時～７時、土曜日
午前９時～午後２時、東小学校体育館
で。試合や大会などたくさん出られま
す。連絡は長谷川（☎０８０－３１５３－４０７４）
へ。
◆表千家茶道教室さわらび会　原則月３
回金曜日午後１時から、前原町西之台会
館で。和やかにおけいこしています。初
心者歓迎。連絡は浜崎（☎０４２－３８７－
５６６５）へ。
◆英会話サークル・リフレッシュ　原則
毎月３回土曜日午後７時４０分～９時１０
分、婦人会館で。ネイティブの先生と楽
しく学習しています。見学歓迎。連絡は
板谷（☎０９０－９３３０－８６１５）へ。

掲載を希望する方は、広報秘書課（☎042ｰ387ｰ9803FAX042ｰ387ｰ
1224）へ。紙面に余裕のあるときに掲載しますので、載らない場
合があります。また、掲載の可否についての連絡はしません。
（締切は、１日号＝前月４日、15日号＝前月19日。４日・19日が
土曜・日曜日の場合はその前の金曜日、祝日の場合は前日）

●第７回小金井つるかめ健康セミナー　
６月１０日（金）午後６時２０分開演（６時
受付開始）／小金井　宮地楽器ホール大
ホール／健康なあなたへ－産婦人科医か
らのアドバイス／梅澤聡さん（武蔵野赤
十字病院産婦人科医師）／無料／申し込
みは、小金井つるかめクリニック（☎
０４２－３８６－３７５７）へ。
●野川わくわく観察会　６月１２日（日）午
前９時３０分～午後０時３０分／西武多摩川
線新小金井駅改札口前集合／野川公園を
散策し、草木の花やそこに集まる小さな
生き物を観察します。／５００円（保険代
等。中学生以下１００円）／飲み物、昼食、
敷物、雨具持参（あれば虫眼鏡、図鑑な
ど）／主催＝日本自然保護協会ほか／申

し込みは、野本（☎０９０－３２４０－７２４８）へ。
●若者がまじめに「選挙」について考え
てみた－世界の選挙から模擬投票まで　
６月１２日（日）午前９時～午後６時／小
金井　宮地楽器ホールマルチパーパスス
ペース／世界２０か国においての若者と選
挙についてを展示。模擬投票ブースも用
意／無料／若者×未来プロジェクト・星
原（☎０８０－６６１３－８６７９）
●新しい葬送のカタチ「樹木葬」ってど
んなもの？　６月２８日（火）午前１０時～
正午／公民館貫井北分館学習室Ｂ／樹木
葬について。種類や場所による違い・費
用等を講師を招き勉強します。／５００円
（資料代）／申し込みは、これから楽交＠
武蔵野・大浜（☎０８０－３６０４－５６８０）へ。
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　４月３０日、５月１日に、都立小金井公園を中心に多摩・武蔵野を歩
く第２１回ウオーキングフェスタ東京が開催されました。
　両日とも好天に恵まれ、２日間で昨年より１２５人多い、延べ７,６８４人
の参加者がウオーキングを楽しみました。

第21回ウオーキン第21回ウオーキンググ
フェスタ東京が開フェスタ東京が開催催

　雨の季節に観たい、ミュージカル映画の最
高峰。ハリウッド映画の名作です。ジーン・
ケリー、ドナルド・オコナー出演。
と　き　６月１８日（土）午前１０時３０分から、
午後３時３０分から（いずれも３０分前開場）
ところ　公民館貫井北分館
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「雨に唄えば」
第513回市民映画会

（ ）1952年
ジーン・ケリー監督

103分

　

市
観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会
で

は
、
年
間
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
ま
ち
な
か
観
光

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
の
大
き
な
魅
力
で
あ

る
「
水
・
桜
・
緑
」
を
３
つ
の
コ

ー
ス
に
盛
り
込
み
ま
し
た
（
各
コ

ー
ス
と
も
約
２
時
間
）
。
ま
た
、

希
望
に
応
じ
て
コ
ー
ス
を
組
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。
四
季
折
々
の
小

金
井
市
の
ま
ち
な
か
を
、
ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
野
川
と 
湧 
水
め
ぐ
り
〉

ゆ
う

　

湧
水
を
集
め
て
流
れ
る
野
川
、

東
京
の
オ
ア
シ
ス
と
も
い
え
る
場

所
を
ご
案
内
し
ま
す
。
（
約
４

㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、
滄

ＪＲ

浪
泉
園
、
は
け
う
え
遺
跡
、
貫
井

神
社
、
湧
水
の
道
、
野
川
な
ど

〈
玉
川
上
水
と
江
戸
の 

歴
史
を
探
る
〉

　

玉
川
上
水
完
成
後
、
新
田
開
発

に
よ
り
武
蔵
野
の
地
が
大
き
く
変

貌
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
歴
史
も
ご
案

内
し
ま
す
。
（
約
３
・
５
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、
山

ＪＲ

王
稲
穂
神
社
、
玉
川
上
水
、
桜
町

遊
歩
道
、
都
立
小
金
井
公
園
な
ど

〈
文
学
散
歩 

小
金
井
の
は
け
を 

歩
く
〉

　

戦
後
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

「
武
蔵
野
夫
人
」
や
ア
ニ
メ
の
舞

台
と
な
っ
た
場
所
を
ご
案
内
し
ま

す
。
（
約
２
・
５
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、
小

ＪＲ

金
井
神
社
、
は
け
の
小
路
、
美
術

の
森
緑
地
、
水
田
跡
の
碑
（
都
立

武
蔵
野
公
園
）
な
ど

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　
　

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

１０

費　

用　

１
人
に
つ
き　

円
（
資

１００

料
代
。
滄
浪
泉
園
の
み
別
途
入
園

料
が
か
か
り
ま
す
）

申　

込　

実
施
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
、
直
接
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
協
会
（
本

町
６
儿
５
儿
３
シ
ャ
ト
ー
小
金
井

１
階
☎　

儿　

儿
３
９
８
０ 
　

０４２

３１６

０４２

儿　

儿
３
９
８
１
死in

fo
@
k
o
g

３１６

an
ei-kan

ko
.jp

）
へ
。

FAX

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
がが

ごご
案
内
案
内
し
ま
し
ま
すす

6月18日に
こがねいてくてく歴史散歩
「玉川上水と江戸の
歴史を探る」を実施

集散時間・場所　６月
１８日（土）午前１０時小
金井　宮地楽器ホール
北側入口前集合～正午
江戸東京たてもの園前
（都立小金井公園内）
解散
定　員　２０人（申込順）
参加費　１００円（資料代）
申　込　６月２日～１３日に、電話で市観光まち
おこし協会（☎０４２−３１６−３９８０）へ。

ま
ち
な
か
観
光
案
内

学
び
・
く
ら
し

　

懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
後

３０

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
本
館

講　

師　

さ
さ
い
は
る
み
さ
ん

（
歌
唱
指
導
）
、
神
野
和
博
さ
ん

（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　
　

円
（
飲
食
代
）

４００

申　

込　

６
月
８
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
の
飲
み
物
（
コ
ー
ヒ

ー
ま
た
は
紅
茶
の
い
ず
れ
か
）
を

明
記
し
、
公
民
館
本
館
「
元
気
な

歌
声
係
」
（
〒　

儿
０
０
０
４
本

１８４

町
２
儿　

儿　

☎　

儿　

儿
１
１

１５

１１

０４２

３８３

８
４
）
へ
。

 　

生
活
日
本
語
教
室
受
講
者
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
、
歌
、
踊

り
な
ど
の
発
表
会
で
す
。
茶
話
会

に
も
参
加
し
て
国
際
交
流
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
発
表

１８

会
＝
午
前　

時　

分
～
正
午
、
茶

１０

３０

話
会
＝
正
午
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
学
習
室

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

７０

問
合
先　

公
民
館
緑
分
館
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
１
）

３８７

  
と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
前

１６

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

生
活
日
本
語
教
室
発
表
会

世
界
の
文
化
に

ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と

お
も
ち
ゃ
の
病
院

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

そ
の
他　

▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▽
小
銭
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

そ
の
他　

つ
り
銭
や
値
札
等
は
、

出
店
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  　

野
川
や
玉
川
上
水
で
水
を
採
取

し
、
採
取
し
た
水
の
測
定
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
が
測
定
し

た
い
水
を
持
参
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

自
ら
が
水
環
境
を
調
査
し
、
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身

近
な
水
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月
５
日
（
日
）
午
前

バザー

身
近
な
水
環
境
の

全
国
一
斉
調
査

９
時　

分
～
正
午

３０

と
こ
ろ　

本
町
暫
定
庁
舎
１
階
第

一
会
議
室

主　

催　

環
境
市
民
会
議

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

  
と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
前

２５

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
科
学
博

物
館

講　

師　

鈴
木
絵
里
子
さ
ん
（
同

大
学
教
授
）

対　

象　

小
学
校
５
年
生
～
中
学

生定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

６
月
１
日
午
前　

時
か

１０

ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
・
性
別
を
同
大
学
科

学
博
物
館
（
☎　

儿　

儿
７
１
６

０４２

３８８

３ 
　

儿　

儿
７
５
９
８
死ka

h

０４２

３８８

aku
@
cc.tu

at.ac.jp

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
東
京
農
工
大

学
と
の
連
携
事
業
で
す
。

 
と　

き　

６
月　

日
～　

日
の
毎

１１

２５

週
土
曜
日
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

（　

分
～　

分
程
度
）

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 
と　

き　

６
月　

日
（
日
）
午
前

１９

　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
生
活
室

対　

象　

３
歳
以
上
の
未
就
学
児

と
保
護
者
（
幼
児
の
み
も
可
）

子

ど

も

第
２
回
子
ど
も
科
学
教
室

犯
人
は
誰
だ　

儿
化
学

！？

発
光
の
し
く
み
を
知
ろ
う

FAXお
は
な
し
会

幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会

定　

員　
　

組
（
当
日
先
着
順
）

２０

問
合
先　

図
書
館
東
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
４
５
５
０
）

３８３

  
と　

き　

６
月　

日
（
日
）
雨
天

１９

実
施

集
散
時
間
・
コ
ー
ス　

①
午
前
７

時　

分
貫
井
大
橋
②
８
時
市
役
所

４０
本
庁
舎
③
８
時　

分　

東
小
金
井

４０

ＪＲ

駅
南
口
～　

武
蔵
境
駅
～
三
鷹
市

ＪＲ

役
所
～
三
鷹
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
農
業
公
園
）
～
正
午
ご
ろ
仙
川

公
園
解
散
（
歩
行
距
離
約
８
・
９

㌔
㍍
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の　
４０

歳
以
上
の
方

そ
の
他　

歩
行
中
は
帽
子
を
か
ぶ

り
、
水
分
補
給
を
頻
繁
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

ス

ポ

ー

ツ

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会　

歩
き
ま
せ
ん
か

仙
川
公
園
ま
で

申
込
方
法　

当
日
直
接
各
集
合
場

所
へ
。

問
合
先　

市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

事
務
局
・
浜
薗
（
☎　

儿　

儿
２

０４２

３８１

２
０
０
）

※　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事

業
で
す
。

 
と　

き　

７
月
３
日
～
９
月　

日
１１

の
日
曜
・
祝
日
午
前
８
時
～
午
後

５
時

と
こ
ろ　

上
水
公
園
運
動
施
設
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
校
３
年
生
～
中
学
生

競
技
部
門　

▽
小
学
校
３
～
６
年

生
の
学
年
別
の
部　

▽
中
学
生
の

部競
技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

主
管
・
申
込　

６
月　

日
ま
で

１１

に
、
電
話
で
市
少
年
軟
式
野
球
連

盟
・
土
居
（
☎　

儿　

儿
３
７
８

０４２

３８５

６
）
へ
。

第　

回
市
民
体
育
祭

６８
少
年
軟
式
野
球
大
会

元
気
元
気
なな
歌
声
歌
声
でで

小
金
井

　

小
金
井
をを

明

　
　

明
る
く
し
よ

る
く
し
よ
うう

市
民
講
座
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６
月
５
日（
日
）
６
月　

日（
日
）

１２

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

 
稲垣薬局桜町店

（ ）桜町1－8－5
☎042－380－5838

 
ミネ調剤薬局東小金井店
（ ）東町4－37－27

☎042－401－1852

 
ホクエイ薬局

（ ）貫井北町2－12－14
☎042－383－5040

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

か
わ
べ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

緑町2―2―1
エスポワール小金井1－東号室 
☎042―401―1860

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

内
小
消
内

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

貫井北町2―11―9
☎042―384―4555

倉 

田 

眼 

科

眼 公務員住宅

中大附属高

学
芸
大 歩

道
橋

本
町
住
宅

新
小
金
井
街
道

さ
い
と
う
医
院

内
循
消

東町4―21―10
☎042―380―5510

連雀通り

東小
農工大通り

新
小
金
井
駅

酒
店

西武
多摩川線

前原町3―40―1―313
小金井スカイコーポラス
☎042―383―4658

岩
内
歯
科
医
院

小金井スカイ
コーポラス

前原坂上
　交差点

武蔵小金井駅
南口

ひ
ら
た
循
環
器
ク
リ
ニッ
ク

内
循

本町5―40―3
☎042―401―6157

北大通り

北口北口

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

北口

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
新
呼
ア
内
小

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り 東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

梶
野
町
ク
リ
ニッ
ク

皮

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―2―17
☎0422―54―5507

え
ん
ど
う
小
児
科

小

梶野町4―2―32
MAC東小金井コート103
☎0422―56―7211

北大通り
三小

梶野町
交差点
交番北口

東小金井駅

貫井北町1―18―5
グリーンヒルズ小金井1F
☎042―321―8204

坂
元
歯
科
医
院

中央本線
電車庫

貫井北町
交差点

新
小
金
井
街
道
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市勢要覧2013
　市制施行５５周年を記念し
て、市の概要や行事、歴
史・文化などをまとめた
「市勢要覧２０１３」を有料で
頒布しています。
規　格　Ａ４判５６ページ
頒布価格　６００円
発行年月　平成２５年１０月
頒布場所　広報秘書課広報
係（市役所本庁舎２階）、
同課広聴係（市役所第二庁舎１階）
問合先　広報秘書課広報係（☎０４２－３８７－９８０３）

 

　三宅島は、野鳥の生息密度がとても
高く、人と野鳥の距離が近いことで知
られています。日本固有種のアカコッ
コをはじめ、島の中で独自の進化をし
たオーストンヤマガラやタネコマド
リ、分布が限定されているイイジマム
シクイ、ウチヤマセンニュウ、カラス
バトなどを見ることができます。

バードアイランド三宅バードアイランド三宅島島 　これまでに観察された野鳥は約２６０
種になります。
　島という隔離された環境の中で生態
や習性が変わっているものもあり、例
えばオーストンヤマガラは本州のヤマ
ガラより産卵数が少なく、巣立ちビナ
の 餌 ねだりの期間が長いことが知られ

えさ

ています。
 

　海では、黒潮の恩恵によって南方系
の魚が見られます。
　春から秋にかけて、ナンヨウツバメ
ウオやミヤコキセンスズメダイなど南
の海で生まれた魚が黒潮に乗って運ば
れてきます。
　また、地域を特徴づけるレンテンヤ

黒潮の育む海の生き黒潮の 育 む海の生き物物
はぐく

ッコやミヤケテグリ、ウスバノドグロ
ベラなどの珍しい魚もすんでいます。
サンゴの種類も約９０種と豊富で、多様
な生き物を観察できます。
 

 

　三宅島では火山活動によって生じた
独特の地形が随所に見られます。
　約２,５００年前の火山活動によって生
じた火口湖「大路池」をはじめ、爆裂
火口跡の「新澪池跡」、１９４０年（昭和
１５年）噴火の際に生じた「ひょうたん

ミヤコキセンスズメダミヤコキセンスズメダイイ

火山活動が織り成す独特の景火山活動が織り成す独特の景観観

山」、１９８３年（昭和５８年）噴火の溶岩
に埋まった「旧阿古小中学校跡」な
ど、火山活動のすさまじさと、計り知れ
ない自然の力を見ることができます。
 

 

　市では、友好都市三宅村への復興支
援の一環として、渡島される方にガス
マスクの無料貸出をしています。数に
限りがありますので、事前に電話でコ
ミュニティ文化課へご予約ください。

大路大路池池

ガスマスクを無料で貸し出しまガスマスクを無料で貸し出しますす

バードアイランバードアイランドド
三宅島三宅島をを

ぜひ、お訪ねくださぜひ、お訪ねくださいい

アカコッアカコッココ
（国の天然記念物・国の絶滅危惧IB類（国の天然記念物・国の絶滅危惧IB類））

　調布飛行場（調布市）と三宅島
空港を結ぶ航空路（新中央航空）
が１日３往復（夏期ダイヤは４
便）運行しています。三宅島まで
片道約５０分で到着します。天候等
にもよりますが、横浜みなとみら
いエリアや、三宅島の雄山を上空
からご覧いただけます。（新中央
航空調布カウンター☎０４２２－３１－
４１９１）
問合先　三宅村役場企画財政課企
画情報係（☎０４９９４－５－０９８４）

　東海汽船の新造船「橘丸」が一
昨年から就航しています。船内は
バリアフリーにも対応しており、
快適な船旅が楽しめます。
　竹芝客船ターミナル（港区）か
らの出帰港となります。「橘丸」
以外の船が就航することもありま
す。詳しくはお問い合わせくださ
い。（東海汽船お客さまセンター
☎０３－５４７２－９９９９）

〈船の場合〈船の場合〉〉 〈飛行機の場合〈飛行機の場合〉〉

対
象
施
設　

市
立
は
け
の
森
美

術
館
附
属
喫
茶
棟
（
中
町
１
儿

　

儿
３
美
術
の
森
緑
地
内
・
旧

１１中
村
研
一
邸
）

業
務
内
容　

美
術
館
と
連
携

し
、
来
館
者
お
よ
び
美
術
の
森

緑
地
来
訪
者
へ
の
飲
食
を
提
供

す
る
。

応
募
資
格　

飲
食
業
の
営
業
実

績
の
あ
る
法
人
（
個
人
で
の
応

募
は
で
き
ま
せ
ん
）

選
定
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
。
庁
内
選
定
委
員
会
が

審
査
を
行
い
、
候
補
者
を
選
定

し
ま
す
。

募
集
要
項
等
の
配
布　

６
月　
１０

日（
金
）〜
７
月　

日（
月
）に
、

１１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
間　

６
月　

日
〜
７
月

１０
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　小金井市と友好都市である三宅村（三宅島）は、都心から南南西に約
１８０km、伊豆半島からは約８０kmの太平洋上にある、周囲約３８km、面積約５５㎢
のほぼ 楕 円形の火山島です。

だ

　三宅島では、素晴らしい大自然を体感できるようなイベントが開催されてい
ます。詳細は、お問い合わせください。
※　写真の一部は、三宅島自然ふれあいセンターアカコッコ館から提供された
ものです。
問合先　コミュニティ文化課文化推進係（☎０４２−３８７−９９２３）、三宅島観光協
会（☎０４９９４−５−１１４４、http://www.miyakejima.gr.jp/）

三
宅
島
へ
は
…


